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民間企業による宅地開発を始めとしまして広域土地区画整理事業、道路改良

回場整備事業等数多 くの開発造成事業が行われております。これらの開発事業にともない

した。その結果、ナイフ形石器 `角して埋蔵文化財の発掘調
―
査 も数多 く行 われるようにな りま

錐状石器等に代表される旧石器時代、縄文時代の草創期から晩期に至る各時期の遺1構、弥生時代

の環濠集落、古墳時代前期 ・後期の集落、奈良・平安時代の集落等が発見 され基礎資料の蓄積が

ようやく進み、宮崎平野の古代史も徐々にではありますが明らかになってきています。中でも本

書で報告する車坂・山下遺跡群の所在する台地上は、宮崎県により発掘調査が行われ旧石器時代

から近世までの遺跡が検出された宮崎学園都市遺跡群が隣接 しておりその成果が期待されてぃた

ところでございます。

又、宮崎市では市制 70周年記念事業としまして国指定史跡生目古墳群整備事―業を計画 してお り

めじは

宮崎市では、年
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業
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ま

●
その整備の過程のなかで新たな事実が判明するものと期待されており、宮崎市の歴史解明に新段

階がく―るものと考えております。

最後 にな りましたが猛暑、冷夏、寒波等の中長年に渡 り発掘作業に従事 された作業員の方々区

画整理事業関係者に感謝申し上げるとともに.本書が学
―
術研究の一助になれば幸いですo

平成 9年 3月

宮崎市教育委員会

教育長 稲  倉 宗 知
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1.本書は宮崎広域都市計画事業車坂・山下土地区画整理事業にともない、平成元年度か ら平成

6年度にかけて宮崎市教育委員会が発掘調査を行った車坂・山下遺跡群の調査報告書である。

例

2.調査期間

平成元年度

平成 2年度

平成 3年度

平成 4年度

平成 5年度

平成 6年度

平成 6年度

山下第 1遺跡 平成元年 12月 11日 ～平成 2年  3月  2日

車坂第 1遺跡 平成 2年  9月  6日 ～平成 2年 11月 30日

車坂第 2遺跡 平成 4年  2月 24日 ～平成 4年  3月 31日

山下第 2遺跡 平成 4年 12月 10日 ～平成 5年  2月 23日

車坂第 3遺跡 平成 5年  7月 16日 ～平成 5年 10月 13日

山下第 2遺跡 平成 6年 11月  8日 ～平成 6年 11月 30日

山下第 3遺跡 平成 6年 11月  8日 ～平成 6年 12月 27日

3.調査体制

宮崎市教育委員会 文化振興課

平成元年度

課長

総括 係長

調査 主事

庶務

平成 3年度

課長

総括 係長

調査  主事

庶務

元

間

良

山

井

松

野

米

中

永

元

間

良

山

井

松

野

米

中

永

正

重 孝

明 信

兵

淳  生

平成 2年度

課長

総括 主幹

調査  主事

庶務

平成 4年度

課長 瀬戸 口

総括 主幹 野 間

調査  主事 米 良

中 山

庶務    井 上

正

重 孝

明 信

豪

淳 生

瀬戸 口

野 間

米 良

中 山

永 井

井 上

遵

重 孝

明 信

豪

淳 生

治 美

遵

重 孝

明 信

豪

治 美



平成 5年度

課長

総括 係長

調査 主事

主事補

嘱託

庶務 主事

平成 7年度

課長

総括 係長

整理 主事

庶務

瀬戸口

井手上

中 山

岩 城

日 高

井 上

遵

仁 悟

豪

勝 志

広 人

治 美

平成.6年度

課長 瀬戸口

総括 係長 井手上

調査 主事 中 山

主事補 鳥 枝

庶務 主事 岩 城

遵

仁 悟

豪

誠

勝
―志

愛 甲

井手上

中 山

烏 枝

岩 城

勝 彦

仁 悟

豪

誠

勝 志

平成 8年度

課長 愛 甲

総括 係長 井手上―

整理 技師 申 山

鳥 枝

庶務 主事 岩 城

勝 彦

仁 悟

豪

誠

勝 志

4.本書の執筆は中山が行った。

5,本書に掲載 した遺構図面は野間、米良、永井、中山、岩城、鳥枝、日高が実測 し製図及び図

版の作成は申山、鳥枝が行つた。

●
6.写真撮影1ま 、野間、中山、鳥枝が行った。

7.本書の編集は野間、中山が行った。

8。 本書における出土遺物は宮崎市教育委員会が保管している.。
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第 1章 歴史的環境

1.遺跡の立地 と環境 (第 1・ 2図 )

車坂・山下遺跡群は宮崎市大字加江田字車坂、山下に所在する。当地は日南山地・家一郷に源

を有する加江田川 と鰐塚山に源を有する清武川に挟 まれ、日向灘沿岸まで延びる清武、木花丘陵

の南端部域の標高 13mか ら24mの 間に位置する。また、丘陵裾部 と両河川の間は標高 2mか

ら3mの水田地帯 となっている。

木花、清武丘陵上には、宮崎学園都市の建設に伴い宮崎県文化課により発掘調査が行われてお

り宮崎学園都市遺跡群 として報告 された数多 くの遺跡が存在する。代表的な遺跡 としては、旧石

器時代のナイフ形石器、縄文時代草創期の隆起線文土器・爪形文土器、早期の前平式土器・塞ノ

神式土器等を出土 した堂地西遺跡。縄文時代後期から晩期の上器を出上 し、縄文時代晩期集落、

平安時代の竃を持つ竪穴住居及び掘立柱建物群を検出した平畑遺跡。細石器、縄文時代早期の貝

殻文土器・押型文土器・塞ノ神式土器等、弥生時代後期の竪穴住居、中世の周溝墓・掘立柱建物

等が検出された前原西遺跡。縄文時代早期、弥生時代中期の竪穴住居 。後期の竪穴住居、古代か

ら中世の掘立柱建物、中世の石塔、近世墓等が検出された堂地東遺跡。弥生時代の竪穴住居・周

溝状遺構、古墳時代の竪穴住居・土坑、中世の掘立柱建物等が検出された熊野原遺跡。中世山城

として今江城・車坂城等がある。丘陵北面には縄文時代早期・後期の土器、弥生時代から古墳時

代の竪穴住居、平安時代の焼成上坑・環濠遺構が検出された西ノ原遺跡、弥生時代の竪穴住居・

奈良時代の竪穴住居を検出 した熊野第 1遺跡等が存在 している。

また、丘陵北側で清武川との間の微高地には前方後円墳 2基 を含む県指定史跡木花村古墳が所

在 していることは、当熊野地区が延喜式に見 られる「救麻駅」の比定地 とされていることととも

にこの地区の歴史を考えるうえで重要である。

2.調 査に至る経緯

宮崎市では、宮崎サ ンテクノポリス構想で住宅整備地区に予定 している本地区を、宮崎学園都

市整備事業に連動する公共施設の整備改善並びに宅地の利用増進を図るために、「宮崎広域都市

計画事業車坂・山下土地区画整理事業」 を計画 し、昭和 61年 4月 8日 に国の都市計画決定を受

けている。

計画区域は宮崎学園都市建設に伴って昭和 55年 度から昭和 58年度に発掘調査 された宮崎学

園都市遺跡群に隣接する地区であることから、遺跡の立地が確実視 されていたために、昭和 62

年 5月 28日 、 29日 の 2日 間現地踏査 による.分布調査 を行った。

その結果、宮崎学園都市遺跡群 と近接する新たな遺跡 もしくは同一遺跡の一部を構成 している

ことが判明 した。

このことから、当該区域内の埋蔵文化財の広が り等を判明させるために昭和 62年度に試掘調

査 を行 うことを決定 した。

●
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試掘調査は、昭和 63年 7月 5日 に農作地の作付け状況の調査を行い、同 18日 、 19日 に地

権者人の説明会を実施 した後の 8月 1日 から 9月 22日 まで行 った。

試掘調査では、東西に長い L字 状の事業区内の内、南北方向の車坂地区を北から順に 1号地か

ら5号地、東西方向の山下地区を東から順に 6号地から 10号地に分割 し、宅地、道路、急傾斜

地、明らかに旧地形が大 きく削平 されている部分は調査対象外 とした。

調査法 としては 10m四 方のグリッドを組み、その交点に2m× 2mの トレンチ掘 りを基本 と

して行ったが、土地の状況に応 じグリッドとは別に、縦、横 に長い トレンチを設定 した箇所 もあ

る。車坂地区では、赤ホヤ層の残 りが悪い地区が多 く遺構 。遺物の検出もなされない部分が数多

くみられた。その中で も4号地、 5号地 とした南側の部分は土層 もしっか りした部分が多 く居住

跡 と見 られる遺構 も確認された。

山下地区は大半が蜜柑園であるため試掘は限られたものであったが、 6号地では住居跡や集石

遺構 を確認 している。また、 7号地、 8号地、 9号 地、 10号 地においても集石遺構の存在が強

く窺われた。

以上のことより、発掘調査 は事業区の南側部分を中心に行 うことと決定 した。

3.調査の概要

車坂第 1遺跡では、縄文時代早期の上器・集石遺構、弥生時代後期の住居・土坑が検出された。

車坂第 2遺跡では、縄文時代早期の上器・集石遺構、弥生時代後期の住居、溝状遺構が検出さ

れた。

車坂第 3遺跡では、縄文時代早期の上器・多量の石器・集石遺構、弥生時代後期の住居、溝状

遺構が検出された。

山下第 1遺跡では、縄文時代早期の上器・集石遺構、弥生時代中期・後期の住居、溝状遺構が

検出された。

山下第 2遺跡では、縄文時代後期の住居、溝状遺構が検出された。

山下第 3遺跡では、縄文時代早期の集石遺構、落 とし穴、溝状遺構が検出された。

これらにより、縄文時代早期を初現 とし弥生時代中後期に居住域 となった遺跡群 と推定される。

1琲 C
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第 2章 車坂第 1遺跡の調査

1.調査の概要 (第 3・ 4図 )

本遺跡は車坂・山下遺跡群の最 も東側に位置 し、畑や蜜柑園として利用されていた区域である。

発掘調査は、畑の区画に沿った形で調査区を設定 し、西から東に向かって第 1区、第 2区 、第 3

区と決定 し、それぞれの区域を南北に分割 している。

第 1区 については、北ブロックでは赤ホヤ層上面までの遺構 。遺物は検出さ

ヤ層の下面においても縄文時代早期の上器片が若干検出されたのみであった。

南ブロックでは、赤ホヤ層上面で弥生時代後期の竪穴住居 4軒 、土坑 2基、

を検出 した。また、赤ホヤ層下面では縄文時代早期の集石遺構 を検出した。

れなかった。赤 ホ

時期不明 PIT群

o基 層 はシラス となっている。

.瑚 ●
が民 ζ写悟量せ滉

は｀北 ブロックでは溝状遺構 l条 と弥生時代 中期 の花弁型住居 を 1基検 出 した

した ものであった。 また、南 ブロックは撹乱が激 しく旧地形 をとどめていなかっ

た。

第 3区 は、第 2区 の調査段階で旧地形 の削平 と撹乱が進 んでいることが判明 していたため トレ

ンチによる遺構確認 と土層確認 を行 った。その結果、北 ブロックでは蜜柑 園の水路 と思 われる溝

状遺構が 1条検 出 されたのみで、その他 の遺構・遺物 は検 出されなかった。南 ブロ ックでは全 く

遺構 ・遺物 の検 出は出来 なかった。

2.層 位 (第 5図 )

本遺跡の基本層序 は、 I層  表土 (耕 作土 )。

Ⅱ層 赤ホヤ層 .Ⅲ 層 黄褐色 ローム層 .Ⅳ 層

黒褐色 ローム層 .V層  黄 白色 ローム層 であ り、

本来 は、赤 ホヤ層 の上 に黒色土層があった もの

と思 われるが、削平及び耕作 によ りな くなってい

る。

弥生時代 の住居 は第Ⅲ層 まで掘 り込 んである。

縄文時代早期 の遺物 は、Ⅳ、 V層 で検 出 され、

集石遺構 は、 V層 に掘 り込みがみ られる。

L
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3と 縄文時代の遺構 と遺物

1)遺 構

縄1文時代の遺構としては集石遺構が検出された。

検出状況に大きく3種類のものが見られた。

1類 は、密集した円礫や破砕礫がほぼ円形に出土するもの

2類 は、ほぼ円形に円礫や破砕礫が見られるが中央部分は淡黒色の上が検出されるもの

3類 は、不正形な状態で礫が1集 まっているもの

1類、 2類 の規模は直径約 lmか ら1.5m、 深さ約50cm程度である。

このうち、 1類 、2類 はスリアヾチ状の掘り込みを有し、掘 り込み内に礫が隙間なく充填されて

いた。 3類 は掘り込み等は見られず、どちらかと云えば浮いた形の出土である。

このうち2類 、3頚 は比較的近接した場所で検出されていることは注目される。

2)遺 物 (第 6図 )

出土した縄文時代の遺物は土器ど石器であ り、調査区全面から検出された。

At土 器 (第 7・ 8図 )

出上した土器は全て縄文時代早期の上器であり、調整、文様、器形等から次のように分類され

る。

1類 貝殻条―痕土器類 条痕による調整を行う。 1

2類 桑 ノ丸式土器1類

綾 杉 状 の施 文 2、

流水文状の施文 6、

格 子 状 の施 文 10

口縁端を平に仕上げ、内外面をナデた後に櫛状施文呉 による文様を施

す もの。

3、  4、  5、  7

8、  9

3類 下剥峰式上器類

a 回縁端を平に仕上げ、内外面をナデた後に貝殻腹縁の刺突により文様を施すもの。

綾 移^状 の施 文 11

横 位 の 施 文 12

b 口縁端を平に仕上げ、内外面をナデた後にヘラ状工具や貝殻腹縁の刺突により文様を施す

もの。

ヘラ状工具による綾杉状の施文 13
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ヘラ状工具による綾杉状の施文を回縁下に施し、その下部に貝殻腹縁の刺突による綾杉状つ施

文を施すもの 14

ヘラ状工具による綾杉状の施文を施 し、横位の貝殻腹縁の刺突による施文を施すもの 15

4類 押型文土器

a 精円押型

細かな楕円押型を外面に施 し口縁端を平にするもの-16

楕円押型を外面に施し、内面に原体 ユつ分の文様帯を持ち、

の  18

精円押型を外面に施 し、内面に原体 1つ分の文様帯を持ち、

を持つもの 17、 19

20は 胴部片、21は底部で網代底である。

, 山形押型 ・

山形押型を外面イこ施 し、内面に原体 1つ分の文様帯を持ち、

の1  22、  24

山形押型を外面 |こ 施 し、口縁端 を平にするもの 23

原体の形状 に、山形が鋭いもの 26、 山形が丸みを帯びた

23 の3種類に分けられる。

5類.その他の土器

27は ナデ調整で口唇部に深い押圧が入る。

平にした回縁端に刻みを入れるも

口縁部を丸 く仕上げ両面に無支帯

平に した口縁端に刻みを入れるも

もの 25、 山形が帯状 になるもの

B.石 器 (第 9も 21図 )

石器は、石鏃、回石、敲石等が出上し―ている。

石鏃.は 各調査区から出土している。石材は|、 黒曜石、チャート、買1岩 等多種である。

山基鏃 28～ 49、 平基鏃 50～ 54、 所謂 トロトロ石器 56が有 り、大きさは多様である。

敵石は、縦長でその端部を敵打に使用し、凹石を兼ねる。129、 132

凹石は、円若しくは楕円で中央に窪みを持ち、側面に敲打痕を持つ。130、 131

敲石、凹石は図示 した以外にも出上しているが掲載は行つていない。

その他、剣片、チツプ等は多数―出土している。

-12-
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4.弥生時代の遺構 と

1)遺  構 (第 10図

弥生時代の遺構 とし

穴住居が 1軒検出され

1号竪穴住居 (第 ■

6.6m× 6.6mの 方形の

平行する。

遺物は、床面からや

柱穴は検出出来なか

2号竪穴住居 (第 11

5。 4m× 4.5mの 方形の

平行する。

遺物は、床面からや

柱穴は検出出来なか

遺物

)

ては、第 1区 から竪穴住居が 4軒 、土坑が 2基、溝状遺構、第 2‐ 区から竪

て い る。

図 )

竪穴住居で深 さ約20cmを 残 し、東西方向・南北方向の各方位にほぼ各辺が

や浮いた形で検出され、壷・甕 。蓋・高杯・器台が出土 した。

った。

図 )

竪穴住居で深 さ約30cmを 残 し、東西方向・南北方向の各方位にほぼ各辺が

や浮いた形で検出され、甕 と石器が出上 した。

った。

ｔ

キ

イ

ー

|

第12図  3号住居実測図

0            2m
:     I
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3号竪穴住居 (第 12図 )

5.6m× 5,4mの 方形の竪穴住居で深さ約20cmを 残 し、東西方向 。南北方向の各方位 にほぼ各辺が

平行する。

遺物は、床面からやや浮いた形で検出され、甕・高杯 と石器が出土 した。

柱穴は検出出来なかった。

4号竪穴住居 (第 13図 )

4.7m× 4mの 方形の小型の竪穴住居 と7.5m程度の方形で大型の竪穴住居が切 り

れるが、大型の住居は約半分が調査区か ら外れていたために住居 との確信は得

住居共に、東西方向・南北方向の各方位 にほぼ各辺が平行する。

遺物は、床面からやや浮いた形で検出され切 り合い部分に集中していた。壷

出土 した。

柱穴は検出出来なかった。

合っている と思 わ

られなかった。両

・甕 ・高杯・外が

5号竪穴住居 (第 13図 )

直径9.8mの 花弁型の竪穴住居で深 さ約20cmを 残すが、商東から中央部にかけての約 3分 の 1と

南西部の壁に撹乱 を受けている。間仕切 を現状で 5箇所に残 し、柱穴が南、西のほぼ中央に検出

された。原型は 4本柱で北半分に間仕切 を持つもの と思われる。

遺物は、床面か らやや浮いた形で検出され、中央部の赤色に焼けた部分に集中していた。壷・

奏・鉢が出上 した。

柱穴は、間仕切の前に 2箇所で検出された。

l号土坑

アカホヤ層 を除去する際に発見 したため、上端をカッ トしている。楕円の上坑であったと思わ

れる。

出土遺物 としては、壷・甕であ り、貯蔵穴 と思われる。

2号土坑

アカホヤ層 を除去する際に発見 したため、上端をカットしている。楕円の上坑であったと思わ

れる。

出土遺物 としては、壷・甕であ り、土器敷 き土坑若 しくは貯蔵穴 と思われる。

溝状遺構

調査区南東端に一部検出された溝状遺構で、全容は不明である。

出土遺物 としては、重・甕がある。

-17-
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2)遺  物

A.土 器 (第 14～ 19図 )

2号住居・ 4号住居は弥生時代中期、 1号住居 。3号住居・ 5号住居は後期のものである。

1号竪穴住居出土土器 (第 14図 )

57は 壷で口縁部を平にし3本 の沈線を巡 らす。58～ 60は 甕で、口縁が くの字外反するもので屈

曲部に稜 を持ち、59は 刻目突帯を持つ。61は 小型の高杯で口縁端部を逆 L字状に幅広 く作 る。62

は蓋で径約 13cmと 小型である。63は 甕の底部、64は 小型の器台である。

2号竪穴住居出土土器 (第 14図 )

57は 壷で口縁端を平にし3本 の沈線を巡 らす。66～ 69は 奏で、逆 L字状の口縁である。、65は 肩

に沈線 を入れ、66、 67は 山形、68は 刻 目突帯 を持つ。

3号竪穴住居出土土器 (第 15図 )

70～ 73は 甕で、口縁が くの字外反するもので屈曲部に稜 を持ち、胴部の張 りが強い。74は小型

の高杯で脚裾の狭い台付鉢的なものである。

4号竪穴住居出土土器 (第 15。 16図 )

75～ 79は 壷で、75、 76は 口縁部がラッパ状、77は 直線的である。80～ 85は 甕で、80～ 82は 口縁

が くの字外反するもので屈曲部に稜 を持ち、底部がやや上げ底 となる。83は 口縁半ばか ら強 く外

反させるもので短頸壺の可能性 もある。84、 85は 甕で、逆 L字状の回縁である。84は 肩に沈線 を

入れ、85は 山形突帯を持つ。86は 坑である。87は 小型の高杯で口縁端部、脚部に横方向の沈線 を

入れ、裾部に縦の刻みを入れる。88は 高杯の脚裾部である。89～ 95は底部で壷の底部は平底、甕

0の
底部はやや上げ底である。

5号竪穴住居出土土器 (第 17・ 18図 )

96～ 98、 104、 107は 甕で、96、 104は 口縁が くの字外反 し屈曲部に稜を持ち、逆卵型の胴部であ

る。97、 98は 口縁が大 きくくの字外反 し、屈曲部の稜はやや不明瞭で、逆三角形胴部である。99

～103は 壼で、99は 直線的、 100は ラッパ状の口縁で頸部に三角突帯を持つ。胴部には逆卵型 と球

型 とがある。 105は 台付鉢で径 llcmと 小型である。 106は 境で径1lcmで ある。

l号土坑出土土器 (第 19図 )

108、 109は 共に壷で、口縁は不明である。

-19-



2号土坑出土土器 (第 19図 )

110～ 113は 奏で、逆 L字状の口縁である。 1101よ 口縁が くの字気味で、 1111ま 三角突帯を持つ。

113は 厚みのある底部である。

溝状遺構出土土器 (第 19図 )

114は 口縁が くの字外反 し屈曲部に稜 を持つ もので、■5は 薄手で口縁がほぼ直角に外反する。

116は 壷の底部である。

B.石 器 (第 20図 )

石器は住居から、磨石・敲石 。凹石・台石が出土 している。

117は磨石、H8は 敲石で 1号住居出上である。

119は 敲石、120は 台石で 2号住居出上である。

121は 凹石で敲石 としても使用、 1221ま 台石で 3号住居出上である。

123、 124は 台石で 4号住居出土である。

125は 敲石、 1261よ 磨石、 127、 128は 凹石で 5号住居出上である。

5.そ の他の遺物 (第 21図 )

133～ 136は 不明土坑出上の不である。

133は径12cmで ヘラ切 りの後ナデている。

134は径7.6cmで 糸切 り底である。

135は径9cmで ヘラ切 り底である。

136は径7.6cmの 糸切 り底で、墨書が見 られる。

137:138は 、表採品である。

137は 太型の石斧であるが、基部を欠損 し、刃部は不整形である。弥生時代のものと考えられる。

138は 小型の勾玉で、偏平な形状をしてお り、穿孔を両側から施 している。縄文時代のものと思

われる。

-20-
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第17図  5号 住居 出土土器実測図
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6.小 結

草坂第 1遺跡の縄文時代早期について特徴 として言えることは、 1.土 器・礫の出土量が少な

く、遺跡北側、東側の出土がほとんど見 られない点、 2.押型文土器の出土率がかなり高い点で

ある。

1に ついては、本遺跡が丘陵の南側斜面近 くに位置 しているうえ、東側には車坂城 という中世

山城があつたということから、旧地形は尾根筋が本遺跡を取 り巻 くように北側 に延びた窪地的な

場所であったためと思われる。言い換えれば宮崎学園都市遺跡群、車坂・山下遺跡群の中で最 も

東南端の遺跡 ということである。

2に ついては押型文土器の一時的な使用か、継続的な使用かが問題 となるが限られた資料では

判断できなかった。

弥生時代 について見ると、逆 L字状の口縁 を持つ甕等から中期中葉頃に利用が始まると思われ

る。住居 としては花弁型住居、方形住居の 2通 りがあ り、方形住居は大 きさが全て異なってお り、

それぞれの住居の関係が問題 となる。

各住居出上の遺物を見ると甕の口縁形態から中期中葉 と後期の前葉頃の 2時期に比定され、 2

号・ 4号住居からは中期中葉の上器片が出上 している点 と、 2号 。4号 は共に小型であること、

1号 。3号 ・ 5号住居からは後期前半の土器が出土 し、大型であることが留意 される。土器片の

出上のみで判断するのは危険だが、 2号住居 と3号住居が近接する事 も考え合わせると、この住

居間の大小の差は時期差に因るものと思われ、中期後葉から後期にかけて住居が大型化すると考

えられる。また、住居間の規模の差が時期差でない場合は集落における住居規模の差が持つ意味

が今後の課題 となる。

いずれにしても、円形の花弁型住居 と方形の住居が共存 していることに変わ り無い訳であ り、

間仕切 を持つ住居 と持たない住居の性格の差の解明 も今後の課題である。

その他の時代 については、遺構 に伴わない遺物であるが、ヘラ切 りや糸切 り底の杯が出上 し、

中でも記載内容は判別出来ないが墨書 された糸切 り底の杯は、中世山城の車坂城 との関係 を想起

させる資料 と思われる。

余談ではあるが、本遺跡の調査は 9月 の一箇月に 3週連続 して台風に襲われ、その度毎に泥に

埋没 した遺構 を作業員の皆様 に掘 り上げて頂いたのだが、その際に弥生時代や古墳時代等 も台風

が来ると家が埋 まって使えな くなるだろうから、家の周囲にはかな りの盛土や溝切 りが必要で有

ったろうと感 じ、何故それが検出出来ないか不思議に思った次第である。
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番号 部 位 調 整 文 様 色  調 胎 土 備 考

1 胴  部
内面 条痕 黄 褐 色

3nlln以 下の砂粒を含む
外面 斜め条痕 ク

2 口縁部
内面 ナデ 明 褐 色

4111m以 下の砂粒を含む
タト面 ク 櫛状施文具による綾杉文

3 口縁部
内面 斜め条痕 黄 褐 色

llnlll以 下の砂粒を含む
外面 ナデ 櫛状施文具による綾杉文

4 口縁部
内面 ヨコナデ 黄 褐 色

l Hlm以下の砂粒を含む
外面 ナデ 櫛状施文具による綾杉文 明 褐 色

5 口縁部
内面 ヨヨナデ 暗 褐 色

llnlll以 下の砂粒を含む
外面 ナデ 櫛状施文具による綾杉文

6 口縁部
内面 ナデ 暗 褐 色

511un以 下の砂粒を含む
クトE野   ク 櫛状施文具による流水文

7 口縁部
内面 ナデ 暗 黄 褐 色

31nal以 下の砂粒を含む
タト雇]  ク 櫛状施文具による流水文

8 月同  吉呂
内面 ナデ 暗 黄 褐 色

21run以 下の砂粒を含む
タト雇野  ク 櫛状施文具による流水文

9 月同  吉L
内面 ナデ 暗 黄 橙 色

0.5Hlln以下の砂粒を含む
タト雇ヨ  ク 櫛状施文具による流水文 暗 橙 色

月同  音呂
内面 ナデ 明 黄 褐 色

5tlln以 下の砂粒を含む
タト雇野  // 櫛状施文具による格子文 橙 色

口縁部
内面 ヨコナデ 明 褐 色

2mln以 下の砂粒を含む
外面 ナデ 貝殻腹縁の刺突 :綾杉文 暗 褐 色

胴  部
内面 ナデ 暗 褐 色

2111m以 下の砂粒を含む
タト雇軍  ク 貝殻腹縁の押引状 明 赤 褐 色

口縁部
内面 ナデ 暗 褐 色

llun以下の砂粒を含む
外面 ク ヘラ状施文具による綾杉文

口縁部
内面 ナデ 褐 色

lHllll以 下の砂粒を含む
外面 ク ヘラ状施文具による綾杉文 暗 赤 褐 色

月同  吉Б
内面 ナデ 暗 赤 褐 色

41nln以 下の砂粒を含む
タト雇]  // ヘラ状施文具による綾杉文 ク

口縁部
内面 ナデ 暗 黄 橙 色

2Hlln以 下の砂粒を含む
外面 ク 楕円押型

17 口縁部
内面 ヨコナデ 楕円押型 褐 色

lHlll以 下の砂粒を含む
外面 ナデ

口縁部
内面 ナデ 楕円押型 黄 褐 色

51nlll以下の砂粒を含む
クトFζ   // 楕円押型・口唇部に刻み 明 赤 褐 色

口縁部
内面 ナデ 構円押型 褐 色

lmln以 下の砂粒を含む
外面 ク

月同  吉b
内面 ナデ オリーブ褐 色

lmll以下の砂粒を含む
タトF野   ク 楕円押型 赤 褐 色

底  部
内面 ナデ 黄 褐 色

2mln以 下の砂粒を含む 網代底
外面 ク 楕円押型 暗 褐 色

口縁部
内面 ナデ 山形押型・口唇部に刻み 暗 黄 橙 色

3HIn以 下の砂粒を含む
外面 ク 山形押型

口縁部
内面 ヨコナデ 橙 色

21nlll以下の砂粒を含む
外面 ナデ 山形押型 明 責 褐 色

口縁部
内面 ナデ 山形押型 黄 褐 色

3mln以 下の砂粒を含む
外面 ヨコナデ

月同  著【
内面 ナデ 暗 黄 橙 色

2Hrll以 下の砂粒を含む
外面 ク 山形押型 ク

月同  吾呂
内面 ナデ 暗 褐 色

51Mn以 下の砂粒を含む
タト面 ″ 山形押型 暗 赤 褐 色

口縁部
内面 ナデ 暗 褐 色

0.511un以下の砂粒 を含む
タトE]  ク 口唇部に刻み

第 1表 土器観察表
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番号 器 種 調 整 色  調 胎 土 備 考

一霊
内面 ナデ 褐 色

2nlll以 下の砂粒を含む 回縁端に沈線
タトE]  // 淡 褐 色

甕
内面 口縁部ナデ 褐 色

21nlll以下の砂粒を含む
外面 ハ ケ 暗 黄 褐 色

奏
内面 ナデ 暗 橙 色

2HHll以 下の砂粒を含む 刻目貼付突帯
外面 ハケ後ナデ

甕
内面 ハ ケ ナ デ 暗 黄 橙 色

2Hul以 下の砂粒を含む
外面 ナデ

高  年
内面 ナデ 暗 橙 色

2111111以下の砂粒を含む
外面 ク

蓋
内面 ナデ 暗 黄 橙 色

5111111以下の砂粒を含む
外面 ク 明 黄 褐 色

甕
内面 ナデ 灰 褐 色

211ull以下の砂粒を多く含む
外面 ハケ後ナデ 暗 黄 橙 色

器  台
内面 ナ デ 灰 褐 色

311ull以下の砂粒を含む
クトF野   ク 黄 灰 褐 色

甕
内面 ハケ、口縁部ナデ 淡 褐 色

511ull以下の砂粒を含む 肩部に沈線
外面

甕 一亜
内面 ナ デ 暗 黄 褐 色

2111111以下の砂粒を含む 胴部に貼付突帯
クト雇野  ク

甕
内面 ナデ 灰 褐 色

2111111以下の砂粒を含む 貼付突帝 3本
外面 〃

_ 暗 黄 橙 色

甕
内面 ナ デ 明 赤 褐 色

311Hl以 下の砂粒を含む 刻目貼付突帯
外面 ク

甕
内面 丁寧なナデ 赤 色

21nln以 下の砂粒を含む 丹塗 りか
外面 荒い ミガキ 暗 赤 色

甕
内面 ナデ 暗 黄 橙 色

3HHl以 下の砂粒を含む スス付着
外面 ハケ、ナ デ

甕
内面 ハケ、日縁部ナデ 淡 褐 色

3Hlln以 下の砂粒を含む スス付着
外面

甕
内面 ナデ 暗 黄 橙 色

2Hull以 下の砂粒を含む スス付着
外面 ハケ、ナ デ

甕
内面 ナデ 掲 色

3Hlm以 下の砂粒を含む 全面スス付着
外面 ハケ、ナデ

高  郭
内面 ナデ 暗 褐 色

41nlll以 下の砂粒を多く含む 指頭痕有
外面 ク 茶 褐 色

一霊
内面 ナデ 灰 黒 色

21nHl以 下の砂粒を含む
外面 ハケ、ナデ 茶 褐 色

璽

内面 ナデ 橙 色
3nlln以 下の砂粒を含む

外面 ク 明 赤 褐 色

璽

内面 ハケ、ナ デ 暗 黄 褐 色
21Hll以 下の砂粒を含む

外 面 不 明 暗 赤 褐 色

璽

内面 ナデ 黄 橙 色
2HMIl以 下の砂粒を多く含む 丹塗 りか

外面 ハケ、ナ デ 暗 赤 色

一霊
内面 ナ デ 暗 4ra 色

21nlll以下の砂粒を含む
外面 ハケ、ナ デ

甕
内面 ナデ 褐 色

31nlll以 下の砂粒を含む
外面 ハケ、口縁都ナデ

甕
内面 ハケ、口縁部ナデ 褐 色

4nlln以下の砂粒を含む やや上底
タト雇三

甕
内面 ナデ 淡 褐 色

4111tll以 下の砂粒を含む やや上底
外面 ハケ、口縁部ナデ 褐 色

甕
内面 ナデ 黄 褐 色

2111111以下の砂粒を含む スス付着
タト雇]  ク 黒 褐 色

甕
内面 ナデ 黄 褐 色

311Hl以 下の砂粒を含む 肩部に沈線
タトE]  // 赤 褐 色

o‖ |
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番号 器 種 調 整 色  調
ム
ロ 土 備 考

甕
内面 ハケ、口縁部ナデ 暗 橙 色

2111m以 下の砂粒を含む 貼付突帝 4本
外面 ナデ 黄 橙 色

坑
内面 ナデ 暗 赤 褐 色

411un以 下の砂粒を含む
タト雇]  //

高 杯
内面 ナデ 明 赤 褐 色

4111m以 下の砂粒を含む 脚部に沈線、刻み
外面 ナデ、研磨

高 郭
内面 ナデ 暗 橙 色

21Mn以 下の砂粒 を含む
外面 ク

亜

内面 ナデ 暗 橙 色
5al14以 下の砂粒を含む

タト雇野  ク 淡 黒 色

一璽
内面 ナデ 淡 黒 色

3nl14以 下の砂粒を含む
外面 ク 暗 橙 色

亜
内面 ナデ 暗 黄 橙 色

3mll以 下の砂粒 を含む
タトE≡   ク 暗 黄 橙 色

甕
内面 ハ ケ 褐 色

311m以 下の砂粒を含む
外面 ハケ、底部ナデ 黄 橙 色

甕
内面 ナデ 暗 褐 色

3Hlm以 下の砂粒を含む
外面 ク

甕
内面 ナデ 暗 橙 色

2HHl以 下の砂粒 を含む
外面 ク 赤 褐 色

甕
内面 ナデ 暗 橙 色

2111m以 下の砂粒を含む
外面 ″ 黄 橙 色

甕
内面 ハケ、口縁部ナデ 褐 色

211ul以 下の砂粒を含む
タトE]

甕
内面 ハ ケ 褐 色

411Hl以 下の砂粒 を含む
山形沈線
スス付着外面 ハケ、口縁部ナデ 暗 褐 色

甕
内面 ナデ 茶 褐 色

3111111以下の砂粒を含む スス付着
外面 ハケ、日縁部ナデ 褐 色

霊
内面 ナ デ 暗 橙 色

2111m以 下の砂粒を含む 頸部突帯
外面 ハケ、丁寧なナデ

一霊
内面 ナデ 暗 橙 色

41un以 下の砂粒を含む 頸部突帯クト雇尋   ク

霊
内面 ナデ 淡 黒 色

2nlln以 下の砂粒を含む
外 面 研磨 明 黄 褐 色

霊

内面 ハケ、ナ デ 掲 色
211ull以下の砂粒を含む スス付着

外 面 ハ ケ //

一霊
内面 ハケ、ナ デ 灰 褐 色

4Hlln以 下の砂粒を含む スス付着クト雇尋 褐 色

甕
内面 ハケ、回縁部ナデ 褐 色

3111111以下の砂粒を含む スス付着
外面

台付鉢
内面 ナデ 暗 黄 褐 色

3111111以下の砂粒を含む
外面 ク

坑
内面 ナデ 暗 黄 橙 色

31un以 下の砂粒を含む
外面 ク

甕
内面 ハ ケ 暗 橙 色

31Hll以 下の砂粒 を含む
クト雇]  // 赤 褐 色

堕
内面 ナデ 茶 褐 色

211un以 下の砂粒を含む
タト面 ハ ケ

璽
内面 ナデ 暗 黄 橙 色

2mln以 下の砂粒を含む
外面 ハケ、ナ デ 暗 褐 色

甕
内面 ナ デ 赤 褐 色

31111n以下の砂粒を含む
外面 ハケ、日縁部ナデ

甕
内面 ナデ 掲 色

4nHll以 下の砂粒を含む 貼付突帯
外面 ハケ、回縁部ナデ

甕
内面 ハケ、回縁部ナデ 茶 4rs 色

2Hlln以 下の砂粒を含む スス付着
外 面

|
蕊
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番号 器 種 調 整 色  調 胎 土 備 考

奏
内面 不明 灰 褐 色

211ull以 下の砂粒を含む
外面 ハケ、ナ デ 暗 赤 褐 色

奏
内面 ハケ、ナデ、日縁部ナデ 暗 赤 褐 色

311ull以 下の砂粒を含む スス付着
外 面 暗 FfFJ 色

養
内面 ハケ、ナ デ 暗 橙 色

211ull以 下の砂粒を含む
タト面 暗 褐 色

一堕
内画 不明 赤 橙 色

lllull以下の砂粒を多量に含む スス付着
タト面 丁寧なナデ 赤 褐 色

杯
内面 ナデ 暗 橙 色

lllull以下の砂粒を含む
外面 ク ク

杯
内面 ナデ 橙 色

211Mll以 下の砂粒を含む 糸切底
外面 ″

杯
内面 ナデ 橙 色

lllllll以 下の砂粒を含む ヘラ切底
心かに向  //

杯
内面 ナデ 暗 橙 色

0.511xll以 下の砂粒を含む
ヘラ切底

墨書有タトE]  //



第 2表 石器観察表

番号 器 種 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重 皇塁 (g) 石 材 備 考

石 鏃 1.5+α 0.35 0.97 黒曜石

石 鏃 1.55+tY 1.55 0.35 0.57 黒曜石

石 鏃 0.5 1.25 チ ャー ト

石 鏃 1.8+α 1.85+α 1.15 チ ャー ト

石 鏃 0.52 頁 岩

石 鏃 1.9+α 0.45 0.86 チ ャー ト

石 鏃 0.45 0。 91 チ ャー ト

石 鏃 1.65 15 0,77 チ ャー ト

石 鏃 1.75 1.65+α 0.35 0.52 チ ャー ト

石 鏃 1.8+α 1.45+ 0.3 0.46 チ ャー ト

石 鏃 2.05+α 1.2 0,44 チ ャー ト

石 鏃 2.2+α 2.05 0.45 1.45 チ ャー ト

石 鏃 2.55 0.3 2.58 チ ャー ト

石 鏃 1,7+α 2.1 1.06 チ ャー ト

石 鏃 1.7+α 0.8+α 0.47 黒曜石

石 鏃 1.95+α 1.8+α 0.35 0.94 チ ャー ト

石 鏃 2.4+α 0.45 1.11 チ ャー ト

石 鏃 1.55+ 1.65+α 0.45 0.75 黒曜石

石 鏃 3.0 1.6+α 0.35 1.29 チ ャー ト

石 鏃 0.35 1.26 チャー ト

石 鏃 2.0 1.7 0.3 0.66 チ ャー ト

石 鏃 1.7 1.65 0.4 0.75 チ ャー ト

石 鏃 1.25 1,25 0.2 0.2 黒曜石

石 鏃 l.45 1.5 0,25 0.34 黒曜石

石 鏃 2,95 1.45 1.41 チ ャー ト

石 鏃 1.85 1.7 0.2 0.78 頁 岩

石 鏃 2. 75+ 0.6 1.83 頁 岩 槍先 か

石 鏃 2.5 1.87 チ ャー ト
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番号 器 種 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重 量 (g) 石  材 備  考

石 鏃 2.85 1.8+α 2.89 チ ャー ト

D

9

磨 石 11.9 1.95 330

敲 石 12.0 砂岩

敲 石 14.7 342 砂 岩

台 石 24.6 14.1 砂 岩

凹 石 16.3 555 砂岩 敲石兼用

台 石 7.5+α 砂 岩

台 石 11.ユ 10.3 868 砂岩

台 石 25.5 11.5 砂岩

敲 石

磨 石

凹 石 575 砂 岩

凹 石 12.4 5.7 砂岩

敲 石 12.8 370 砂岩 凹石兼用

凹 石 12.4 砂 岩

凹 石 砂岩 敲石兼用

凹 石 10.5 砂 岩 敲石兼用

石 斧

勾 玉 1.7 0.15 ヒス イ
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第 3章 坂第 2遺跡の調査

1.調査の概要 (第 22図 )

本遺跡は、車坂第 1遺跡の東に隣接するが、西側 を道路に切 られ北側 をアパー トと民家に囲ま

れた狭い範囲である。また、地元の方の話では当遺跡地は、江戸時代から明治時代 までお寺が在

ったと云う事であ り.、 その名残が南側斜面に見 られ、廻国供養塔や墓石、小 さな祠の中に木彫 り

の仏像が祀 られてお り往時を偲ばせるものがあった。

調査は排上の搬出が不可能であったため調査区を2分割 し東側を 1区 、西側を 2区 に設定 した。

更に、縄文時代の調査は北側に 3グ リッド、南側に 2グ リッドを設定 した。東側の と区には試掘

調査のグリッドが残っていたが、遺構 を巧 く外 していた。

| っ:暑伊曇撮倍魯慈云握手をζ拝と景!昆 ]の

削平が進み、遺跡西側では赤ホヤ層まで耕作が入

調査の結果、近世以降のお寺に係わると思われる溝状遺構、不明PIT群 、弥生時代の住居 を

4軒、縄文時代早期の上器、集石等を検出 した。

2.層  位 (第 23図 )

本遺跡の基本層序は、 I層  表土 (耕作土).

Ⅱ層 黒色土.Ⅲ 層 赤ホヤ層.Ⅳ層 黄褐色ロ

ーム層,V層 黒褐色 ローム層.Ⅵ層 黄白色

ローム層である。

遺跡西側では赤ホヤ層 と黒色土が耕作のため撹

乱 しているうえ、最 も西側では黄褐色ローム層 ま

-0で削平 されていた。

遺跡南側では赤ホヤ層は検出されず、弥生時代

の竪穴住居が表土直下の黒褐色ローム層で検出さ

れた。

Ⅲ

Ⅳ

Ⅵ
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3.縄文時代の遺物と遺構

1)遺 構

遺構 としては集石が 2基検出された。 1基 は石の密集度が弱 く掘 り込みを持たないもので、

う 1基 は石が密集 し掘 り込みを持ち、掘 り込み底部に黒色上が見 られるものである。

2)遺  物 (第 24図 )

出土 した縄文時代の遺物は土器 と石器であ り、調査区全面か ら検出された。

A.土  器 (第 25・ 26図 )

出土 した土器 は全 て縄文時代早期の土器であ り、調整、文様 、器形等か ら次 の ように分類 され

る。

l類  条痕文土器類

条痕による調整を行 うもので、口縁等の調整は不明である。

2類 ヘラ状施文具による文様 を施す もの。

横長の平行文  5、 6

3類 貝殻腹縁 を口縁に強 く刺突するもの。

口唇部に刻み、口縁部に綾杉状の刺突を施す 8

山形口縁で貝殻腹縁刺突を 1列施 した下に沈線を入れるもの

1～ 4

つ
０

4類  下景J峰式上器類

口縁端 に横位 の刺突、

横位 2列 の刺突 を施す

5類  吉 田式上器類

押引が明瞭な もの 17

押引が浅 目の もの 18

6類 手 向山式上器類

凹線文 を施す もの  7

7類 平格式上器類

凹線状の沈線 と列点文

凹線状の沈線 と撚糸文

貝殻腹縁の刺突により文様 を施す もの。

胴部に綾杉状の刺突 を施す もの 9～ 12

もの  14～ 16

貝殻腹縁で押引を施す もの。

を施す もの

を施す もの

19、  20

21々-23
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8類 押型文土器

a 楕円押型 外面のみに施文 し口縁端か ら内面はナデである 24、 25

楕円形状の明瞭なものがある 26

b 山形押型 原体の形状により、山形が小さく鋭いもの 27、 山形が丸みを帯びたもの 28、

29、 山形が帯状になるもの30、 31の 3種類に分けられる。また、外面口縁部下に無文帯を

設けその下部に施文 し、さらに、内面施文は、口唇部に竹管状の押圧文 を施 しその下部に

施文するものがある。

9類  その他の上器

32は 貝殻腹縁文 を平行に施文するものである。

B 石 器 (第 26図 )

凹石、石鏃が出上 している。

33は 凹石で両面 をかな り使用 し、敲石 としても使用 している。

石鏃は、平基式のもの 35～ 39、 凹基式のもの 40～ 44が 出土 している。

比較すると平基式のものが小型で、凹基式のものは多様である。

4.弥生時代の遺構 と遺物

1)遺  構 (第 27図 )

弥生時代の遺構 としては、竪穴住居が 4軒検出された。

1号住居 (第 28図 )

調査区南東の端で北側半分ほどを検出 した。 1辺約4m、 壁の残存は約40cmで各辺の方向は方位

と平行する。中央部に浅い黒変部が見 られたが住居 との関係は不明である。

柱穴は検出されなかった。

出土遺物は床面 よりやや浮いた形で、壷・甕が出上 している。

2号住居 (第 28図 )

直径約6mの 円形住居で、南部に南北 lm、 東西幅2.6mの 間仕切状の突起が付 く。また、南東部に

径約3.5mの 竪穴状遺構が切 り合っている。両遺構共に壁の残存は20cm程 しかな く先後関係はつか

めなかった。

2号住居からは柱穴が 5基 と中央に1.5m、 1.2m、 0。 3mの 炉穴状のものが検出され、竪穴状遺構

から柱穴が 2基検出されている。 2号住居 と竪穴状遺構 とは、セットとも考えられるが確証は得

られなかった。

出土遺物は、細片化 した土器 と石斧片等である。

礎} 0
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3号住居 (第 29図 )

調査区中央の北側で検出されたため、住居の北側 3分 の とは不明である。直径 6.5m、 壁の残存

50cmの 円状だが、南側を直線的にした円形 と方形の折哀型の住居で、間仕切状の突起が 3箇所に

認められる。

柱穴は検出できなかった。

出土遺物は、壺、甕等が床面近 くで検出された。

4号住居 (第 29図 )

3号住居の南側約30cmに 隣接する、径約6m、 壁の残存30cmの 不整な円形住居で、間仕切状の突

起が 3箇所に認められる。本住居の周辺は畑の耕作による撹乱が深 くまで入っているため壁の形

状はある程度変化 しているが、南側が直線的で、北側が円形で間仕切を持つ形だと思われる。

中央やや東寄 りに1.2m× 2mの 掘 り込みが検出されたが、柱穴は検出されなかった。

遺物は、床面か ら浮いた形で壺、甕、鉢等が出土 した。

2)遺 物

A 土 器 (第 30。 31図 )

弥生時代中期後葉から後期前半の上器である。

1号住居出土土器 (第 30図 )

45～ 48は 壷である。45は 無頚壷で、口唇部及び 3本 の突帯に刻みを施す。46は 肩部で 3本 の三

角突帯を巡 らす もの、47は 胴部で幾何学文を沈線で施す もの、48も 胴部で低い三角突帯を巡 らす

ものである。

49～ 58は 甕である。49～ 51は 、僅かに外反する口縁で突帯を持つ ものである。49、 51は 口唇部

と突帯に刻 目を入れ、50は 突帯に刻 目を入れる。52は くの字外反するもので器壁は薄い。53～ 55

は所謂逆 L字状の口縁で、53は やや立ち上がるもの、54、 55、 56は 平坦になるもので、56は 分厚

くした後に凹線を入れている。57、 58は 大型の突帯を持つ もので、57は 刻目を入れる。

3号住居出土土器

59～ 66は 壷である。59、 60は ラッパ状に開 く口縁で、61は 大 きく外反する口縁である。 63、 64

は長頸壷である。65は 口径4.5cm、 高さ12cmの 徳利形壺で丹塗 りされている。66は 口径 6.5cm、 胴

部最大径10cmの 短頸壷である。

67～ 69は 甕の口縁で、67は 逆 L字状の回縁で三角突帯を持ち、68、 69は 短 く外反するものであ

る。

70は 小型高杯の脚で丹塗 りである。

9 |
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９ヽ

71～ 74は 壼の底部で、71、 72は 小型壺の底部である。

75、 76は 甕の底部でやや上げ底である。

77は 土製勾玉 と思われるが欠損 しているため確かではない。

4号住居出土土器 (第 31図 )

78～ 82は 壷で、78～ 80は 緩やかに外反する口縁の長胴壺、81は ラッパ状に開 く口縁で、82は 胴

部である。

83～ 89は 甕で、83、 87～ 89は くの字外反する口縁、84は 逆 L字状の口縁で 2本 の三角突帯を持

つ もの、85、 86は 僅かに外に開 く口縁 と 1本 の突帯 を持つ ものである。

90は 口径 13cm、 高さ8cmの 鉢の脚で口唇に刻 目を持つ。

91、 92は 脚付 き鉢の脚部 と思われる。

93、 94は 童の底部で93は 上げ底である。

95は 上げ底の甕の底部である。

B 石 器 (第 26。 32図 )

34は 4号住居出土の打製石鏃で平基式である。

99は 2号住居出土の太型磨製石斧で、刃部を欠損 している。上面、下面共に平で摩耗 してお り、

柄に差 し込んだ痕跡 と思われる。

100は 偏平片刃石斧 と思われるが、刃部の端を研磨 して狭い面を作 り出している点から、石庖丁

への転用の途中とも考えられる。

5。 その他の遺構 と遺物 (第 31図 )

1区 の西南部にPIT群 が検出されたが、その性格は判断できなかった。

2区 の東に南北方向で西寄 りに弧を描 く溝状遺構が検出されたが茶碗等が出土する近世以降の

ものであった。

96～ 98は PIT出 土遺物である。

96は ラッパ状に開 く口縁の端部を撫で上げるものである。

97は 僅かに外に開 く口縁 と 1本 の突帯 を持つ もので、口唇部 と突帯に刻 目を施す。

98は 逆 L字状の口縁で、 3本 の低い三角突帯を持つ ものである。

0

第32図  2号住居出土石器実測図
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6.小 結

車坂第 2遺跡は狭い範囲の調査であったが、一定の成果が上げられた。

縄文時代では、出土遺物は全て早期のものであった。量的には少ないものであったが、貝殻腹

縁文を回縁に綾杉状や連続刺突するもの、平格式土器 と車坂第 1遺跡 とは異なった土器群が出土

し、桑ノ九式等が出上 していないこと、押型文土器が共に出土 した点が注目され、台地上での土

器分布の差により利用区域が追える可能性が有ると思われる。

特に、南九州在地系 と云われる土器に偏差が見 られ、押型文土器が共通 して見 られることは重

要であろう。つまり2通 りのことが考えられ、一つはそれぞれの土器が異なった時代に使用 され

た場合、 もう一つは押型文土器は使用 され続けているが在地系の土器は時期的に変化 して行った

場合であ り、土器分布差を丘陵利用の場所の変化 と捉えるものである。ただ し、層位による時期

把握が出来なかった点に問題が有 ることは留意 してお く必要がある。 しか し、平棒式土器の出現

期における両遺跡の差は、重要と思われる。
りヽ

弥生時代 については 4軒 の住居 を検出 したが、 1号 が方形の平面形であることを除いて他の 3

軒が円形を基本 とした平面形であることが特徴である。

出土土器から、 1号住居は弥生時代中期後葉、 3号住居は後期前半、 4号住居は中期末～後期

初頭頃に比定されよう。また、 1号住居が 1辺約 4m、 2、 3、 4号住居が直径 6mと その規模

に大 きな隔た りがあることは重要であろう。この差が住居の単なる時期差であれば、円形の間仕

切を持つ住居の採用の原因が問題であ り、この 2形式が併行するならば異なる平面形 を使用する

目的や意味合いが不明である。

さらに、車坂第 1遺跡で検出された円形間仕切住居は直径 9mと 本遺跡で検出された円形間仕

切住居が 6mで あることに比べるとはるかに大型の ものであ り、方形住居について も車坂第 1遺

跡のものは 1辺 6mで あ り、本遺跡の 1号住居は 1辺 4mと やは り車坂第 1遺跡の住居が大型で

あることは注目される。                            鷲
これらのことは、同 じ円形間仕切住居間での規模の差、同じ方形住居間での規模の差、平面形

の相違の意味、居住立地場所 と住居の平面形の関係等幅広い問題を抱えてお り、一概には云えな

い問題であ り、今後の課題である。

最後に、一箇月強の調査期間の内 3分 の 1近 くは雨の中で作業 して頂いた作業員の皆様 に厚 く

感謝申し上げます。

a
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第 3表 縄文土器観察表

番号 部 位 調 整 文 様 色  調 胎 土 備 考

1 月同  音Ь
内面 貝殻条痕 明 赤 褐

5nlln以 下の砂粒を多く含む スス付着
外面  ク 暗 黄 褐

2 :同   吉呂
内面 ナデ 暗 黄 橙

21111n以下の砂粒を含む
外面 貝殻条痕

3 底  部
内面 ナデ 橙

微細な砂粒を含む
外面 貝殻条痕 暗 橙

4 胴  部
内面 ナデ 暗 褐

3.5HIll以下の砂粒を含む
外面 貝殻条痕 暗 橙

5 胴  部
内面 ヘラナデ 暗 褐

0.6HIIll以 下の砂粒を多く含む
外面 ナデ ヘラ状施文具による沈線 暗 黄 褐

6 月同  吉Б
内面 ナデ 暗 黄 橙

微細な砂粒を含む
外面 ク ヘラ状施文具による沈線

立
日 橙

7 月同  音Б
内面 ナデ 立

日 橙
微細な砂粒を含む

夕I・雇野  // ヘラ状施文具による沈線 暗 責 橙

8 口縁部
内面 ヨヨナデ 口唇部に刻 目 暗 黄 橙

微細な砂粒を含む
外面 貝殻条痕 貝殻腹縁による綾杉文 暗 橙

9 口縁部
内面 ナデ 暗 褐

0 21nln以下の砂粒を含む
タトE]  ク 貝殻腹縁による刺突

月同  吉Ь
内面 ナデ 里

ト
褐

0.2111111以 下の砂粒を含む スス付着
タトE]  ク 貝殻腹縁による綾杉文 暗 黄 褐

11 月同  吉Б
内面 ナデ 黄 褐

lHul以下の砂粒を多く含む
外面 ク 貝殻腹縁による刺突

立
日 橙

月同  音Б
内面 ヘラナデ 暗 黄 橙

0.211ull以 下の砂粒を多く含む
外面 ナデ 貝殻腹縁による刺突 暗 黄 褐

口縁部
から月同吾Ь

内面 貝殻条反後ナデ 口唇部に貝の押圧 明 赤 褐
311m以 下の砂粒を多く含む スス付着

外面 貝殻条痕 貝殻腹縁による刺突・沈線

月同  きБ
内面 ナデ 灰 黄 褐

微細な砂粒を含む
タトgヨ  ク 貝殻腹縁による刺突 暗 橙

胴  部
内面 ヘラ磨 き 暗 黄 褐

微細な砂粒を含む
タト雇]    ク 貝殻腕縁による刺突 明 赤 褐

月同  吉呂
内面 ナデ 暗 黄 褐

0.4nlln以下の砂粒を含む
クトE]  ク 貝殻腹縁による綾杉文 灰 褐

17 月同  音Б
内面 ヘラナデ 暗 褐

0。 211Ml以 下の砂粒を多く含む
外面 ナデ 貝殻腹縁による刺突 暗 赤 褐

月同  吉呂
内面 ヘラナデ 暗 掲

砂粒を多く含む
外面 ナデ 貝殻腹縁による刺突

月同  吾Б
内面 ― 黄 橙

1.51un以下の砂粒を含む
タト面 ― 沈線、列点文 橙

月同  吉Б
内面 ナデ 淡 黄

3111111以下の砂粒を含む
外面 ― 沈線、列点文、撚糸 黄

胴  部
内面 ナデ 責 橙

2Hlln以 下の砂粒を含む
外面 ク 沈線、撚糸

】同  吉I
内面 ナデ 昔

（
橙

1.5Hlal以 下の砂粒を含む
外面 ク 撚糸、沈線

丹同  吉Б
内面 ナデ 沈線、撚糸 暗 黄 橙

311ull以 下の砂粒を含む
タト雇≡  ク 貝殻腹縁による刺突 橙

口縁部
内面 ヨコナデ 明 赤 褐

0.2mll以 下の砂粒を多く含む
タト面 ― 楕円押型 立

日 褐

月同  著呂
内面 ナデ 明 赤 褐

2.511Hl以 下の砂粒を多く含む
外面 一 楕円押型 暗 褐

】同  音Б
内面 ナデ 掲

21un以 下の砂粒を多く含む
タト面 ― 楕円押型 明 赤 掲

口縁部
内面 ナデ 楕円押型、ヘラの押圧 明 黄 褐

2al14以 下の砂粒を多く含む
タト面 ク 楕円押型 苦

（
褐

丹同  吉Б
内面 ナデ 楕円押型 暗 褐

3Hlm以 下の砂粒を含む
夕I・雇]  //



番号 部 位 調 整 文 様 色  調 胎 土 備 考

胴  部
内面 ヘラナデ 褐

0,211ull以 下の砂粒を含む
外面  ― 楕円押型 赤 褐

月同  音Б
内面 ナデ 暗 黄

641m以 下の砂粒を含む
タト面  一 楕円押型 橙

月同  音b
内面 ナデ 暗 灰 黄

微細な砂粒を含む
外面 一 楕円押型 暗 黄 橙

月同  者Ь
内面 ナデ 里

〔 砂粒を含む スス付着
外面 ― 貝殻腹縁による束」突 暗 赤 褐

第 4表 石器観察表

番号 器 種 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重 量 (g) 石  材 備  考

凹 石 8,35 8,45 4.82 475 砂 岩 敲石兼用

石 鏃 3.04 頁 岩

石 鏃 1.5 1,45 0.25 0.37 頁岩

石 鏃 0.35 0.66 頁岩

石 鏃 1.7 1.5 0.60 頁 岩

石 鏃 1.15 0.31 黒曜石

石 鏃 1.55 14 0.72 チ ャー ト

石 鏃 1.4 0。 25 0,45 チ ャー ト

石 鏃 2.4 0.55 2.56 チ ャー ト

石 鏃 2.15 2.15 1.24 チ ャー ト

石 鏃 1.7+α 1.6+α 0.35 0.64 買岩

石 鏃 1.15+α 1.17 黒曜石

石 斧 10.6 371,25 安山岩

石 斧 5,5 1.5 頁岩
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第 5表 弥生土器観察表

番号 器 種 調 整 色  調 胎 土 備 考

一堕
内面 ナデ、ハケ 暗 橙

2.511Hll以 下の砂粒を多く含む 亥」目突帯、丹塗り
外面 研磨

士霊
内面 ナデ 暗 褐

311un以 下の砂粒を多く含む 貼り付け突帯
外面 ク、研磨 暗 橙

一璽
内面 研磨 暗 褐

7111111以下の砂粒を多く含む 幾何学模様
外面 ク

一堕
内面 ナデ 赤 橙

311ull以 下の砂粒を多く含む 貼 り付け突帯
外面 ク

甕
内面 ナデ 灰 褐

8n」ll以下の砂粒を多く含む 貝占リイ寸|す 突帯、 亥J目
外面 ハケ 暗 黄 褐

甕
内面 ナデ 灰 褐

211xll以 下の砂粒を多く含む 刻 目
タトT野   ク 暗 褐

甕
内面 ナデ 暗 黄 褐

3.511ull以 下の砂粒を多く含む 貝占リイ寸
`す

突帯、 刻目タトE]  ク

甕
内面 ナデ 暗 責 橙

微細な砂粒を含む スス付着
外面 ク 暗 黄 褐

甕
内面 ナデ 暗 48J

3.511ull以 下の砂粒を多く含む スス付着
タト面  ク、ハケ 暗 赤 褐

甕
内面 ナデ 橙

2Hull以 下の砂粒を多く含む
外面 ク

甕
内面 ナデ 暗 黄 橙

2.51mn以 下の砂粒を多く含む
外面 ク

甕
内面 ナデ 黄 橙

2.511ull以 下の砂粒を多く含む
タト雇]  ク

甕
内面 ナデ 明 赤 褐

311ull以 下の砂粒を多く含む 刻日、 貝占リイ寸′す突帯
外面 ク

甕
内面 ナデ 黄 橙

0.311ull以 下の砂粒を多く含む 貼り付け突帝外面 ク 暗 橙

士亜
内面 ナデ 暗 橙

4111111以 下の砂粒を多く含む
タトF百  ク、ハケ

一亜
内面 ナデ 暗 橙

21111n以 下の砂粒を多く含む
外面 ク

亜

内面 ナデ 黄
0.5111111以 下の砂粒を多く合む

外面 ク 暗 橙

士霊
内面 ナデ 暗 褐

611ul以 下の砂粒を多く含む スス付着
タト〓野  ク 暗 橙

長頸壷
内面 ナデ 橙

411ull以 下の砂粒を含む
外面 ク、ハケ、研磨

壷
内面 ナデ 里

【
褐

511ull以 下の砂粒を多く含む
外面 ク、研磨 暗 黄 橙

霊
内面 ナデ 橙

411un以 下の砂粒を多く含む 丹塗 り
外面 ク、研磨

小型壺
内面 ナデ 暗 橙

砂粒を多く含む
外面 ク 暗 黄 橙

甕
内面 ナデ 赤 橙

311Hll以下の砂粒を多く含む 亥J目
外面 ク //

奏
内面 ナデ 灰 黄

砂粒を多く含む
外面 ク 暗 黄 橙

甕
内面 ナデ 暗 ta」

砂粒を多く含む スス付着タトE豆   ク 暗 黄 褐

高杯の脚
内面 ナデ 明 赤 褐

311Hll以 下の砂粒を多く含む 丹塗 り
外面 ク、研磨 赤

小型壷
内面 丁寧なナデ 暗 黄 橙

砂粒を含む
外面 研磨 暗 黄 褐

亜
内面 ナデ 暗 橙

211ull以 下の砂粒を含む
外面 丁寧なナデ 橙



番号 器 種 調 整 色  調 胎 土 備 考

質

内面 ナデ 暗 橙
41nlll以 下の砂粒を多く含む

外面 ク

甕
内面 ナデ 立

日 橙
2.5111m以下の砂粒を多く含む スス付着

タト雇野  ク

甕
内面 ナデ 褐 灰

5Hlln以 下の砂粒を多く含む
タト面 ク 暗 黄 橙

霊

内面 ナデ 黄 橙
6111m以 下の砂粒を多く含む

外面 ク

勾玉 ?
内面

立
日 橙

1.511Ml以 下の砂粒を含む
外面 ナデ

一霊
内面 ナデ 暗 橙

2Hllll以下の砂粒を含む スス付着
タト雇尋   //

甕
内面 ナデ 黄 橙

31Hn以 下の砂粒を多く含む
外面 ク

霊

内面 ナデ 灰 黄 褐
砂粒を含む スス付着

タトlEl  ク 暗 灰 黄

一亜
内面 ナデ、ハケ 暗 橙

3nlm以 下の砂粒を多く含む
外面 ク 、 ク

霊

内面 ナデ 里
〔 2111111以 下の砂粒を多く含む

外面 丁寧なナデ ク

甕
内面 ナデ 暗 黄 橙

砂粒を多く含む スス付着
外面 ハケ後ナデ

甕
内面 ナデ 淡 橙

5111111以下の砂粒を含む
外面 ク

甕
内面 ナデ 立

日 橙
511ull以下の砂粒を多く含む

刻 目

貼 り付け突帯外面 ク、ハケ

甕
内面 ナデ 暗 褐

0.5alln以下の砂粒を含む
スス付着

貼り付け突帯タト雇]  //

甕
内面 ナデ 暗 黄 橙

砂粒を多く含む スス付着
クト雇]  //

甕
内面 ナデ 暗 黄 橙

砂粒を多く含む
クトE]   ク 暗 橙

甕
内面 ナデ 暗 黄 橙

微細な砂粒を含む スス付着
タトF3  // 暗 褐 灰

鉢
内面 ナデ 黄 橙

2.51nlll以 下の砂粒を多く含む
スス付着

刻目外面 ク 黄

脚  部
内面 丁寧なナデ 里

〔 2Hlm以 下の砂粒を多く含む
外面 ナデ 暗 橙

脚  部
内面 ナデ 暗 橙

4alm以 下の砂粒を多く含む
タト雇三  ク

亜

内面 ナデ 暗 黄 橙
2.5nlll以下の砂粒を含む

外面 ク、ハケ

一亜
内面 ナデ 褐 灰

3Hlln以 下の砂粒を多く含む
外面 ″ 暗 橙

甕
内面 ナデ 灰 trS

3.5111n以下の砂粒を含む スス付着
タトF百  ク、アヽケ 暗 黄 橙

霊

内面 丁寧なナデ、ハケ 橙
2.5111111以 下の砂粒を含む

外面   ク  、 ク 立
日 橙

甕
内面 ナデ 暗 褐

1l144以 下の砂粒を含む
刻目

突帯外面 ク、ハケ 暗 橙

甕
内面 ナデ 暗 褐

10HIHl以下の砂粒を含む
三角突帯
スス付着タト雇野  // 褐
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第 4 坂第 3遺跡の調査

1.調査の概要 (第 33図 )

本遺跡は車坂・山下遺跡群のほぼ中央に位置 し、山下第 1遺跡のある枝丘陵 とは小 さな入 り込

み谷を挟んだ本丘陵の南端部であ り、畑や蜜柑園として利用 されていた区域である。

発掘調査は、畑の区画に沿った形で調査区を分割 し、東側の畑を第 1区 、西側の蜜柑園を第 2

区と設定 した。

第 1区 では、北側 3分 の 1に は赤ホヤ層が残っているが、南に行 くにつれて徐々に削平 され、

南端部では黄褐色 ローム層が表上の下層であつた。また、第 2区 では南に行 くにつれて徐々に削

平 され、南端部では責 白色 ローム層が表上の下層 であった。

平の度合いが高い傾向が見 られた。

全体 としては、東西方向で西側が削

垂早

時期不明溝状遺構 を検出 し 。十

第 1区 では、赤ホヤ層上面で弥生時代の竪穴住居 2軒、土抗 2基、

た。また、赤ホヤ層下面では縄文時代早期の集石遺構 を検出した。

第 2区 については、赤ホヤ層上面の北側で弥生時代の竪穴状遺構 1基、中央部に溝状遺構 を検

出 した。また、赤ホヤ層下面では縄文時代早期の集石遺構 を検出した。

南ブロックは撹乱が激 しく旧地形 をとどめていなかった。

第 1区 、第 2区共に弥生時代の遺構は調査区の北半分に寄ってお り、縄文時代の遺構や遺物は

南半分に寄る傾向が見 られた。特 に縄文時代の散石は、南側の中央域に集中して 1つ の集石状態

になってお り、その間に石鏃や土器片が混在 した状態であったことは、特記すべ き点であろう。

2.層  位 (第 34図 )

遺跡の基本層序は、 I層  表土 (耕作土).

層 赤ホヤ層.Ⅲ 層 黄白色 ローム層 .Ⅳ層

褐色ローム層.V層  黄褐色ローム層である。

本来 は、赤 ホヤ層の上 に黒色土層があつた もの

と思われるが、削平及び耕作 によ りな くなってい

る。

溝状遺構 の埋土 は黒色土 と表上 の撹乱状態であ

り、弥生時代 の遺構埋土 は淡黒色上であった。

弥生時代 の住居 は第 Ⅲ層 まで掘 り込 んである。

縄文時代早期 の遺物 は、Ⅳ、 V層 で検 出され、

集石遺構 は、 V層 に掘 り込みがみ られる。

Ⅱ

　

里
【

第34図  土層図
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3.縄文時代の遺構 と遺物

1)遺  構 (第 35図 )

縄文時代の遺構 としては集石遺構が検出された。

第 1区 の集石遺構検出時の特徴は、土器包含層の第 1面 と第 2面では石が比較的密集 した散石

状態であ り、礫の大小、焼礫 と通常の礫の混在、円礫 と破砕礫の混在が面的に厚 く広がってお り、

上の黒変部や礫の集中部が判別出来なかった点である。そこで礫群の厚みを計るために入れた ト

レンチの断面により集石を検出した次第である。この トレンチにより、集石の掘 り込みの上部に

約40cmの 礫が堆積 していること、また、礫の全体量に対 して トレンチの断面で検出された集石の

数が少ないことも判明 した。

第 2区 の集石遺構の検出時の特徴は第 1区 とは異な り、土器包含層 と同一面で集石遺構が確認

される点である。つまり、散石の間に石の集中した部分や黒変 した土の部分が看取 され、比較的

容易に遺構検出されるものである。このことは 2区 の削平が深 くまで及んでいることとも関係あ
|| 

ると思われるが、そのことを差 し引いても礫の出土量はかな り少ないものであ り、 1区 との状況

の差が示唆的である。

集石には大 きく2種類のものが見 られた。

1類 は、円形に円礫や破砕礫が見 られるもの

2類 は、不正形な状態で礫が集 まっているもの (層 をなす )

1類 の規模は、直径約 lm～ 1.5m、 深 さ約50cm程 度である。 2類 は云うなれば遺跡南半分全てが

該当し、その中の一部 というものではない。

このうち、 1類 はスリバチ状の掘 り込みを有 し、掘 り込み内に礫が隙間なく充填 されてお り、

内部の礫の状態により2種類に区分できる。 1種 は拳大の円礫や破砕礫が掘 り込み底部まで一様

に詰まっているもの、 2種 は掘 り込み底部30cm程 の台石状の平たい石を置 きその上に拳大の円礫

。 
や

琴摺肇ご零 予≧豪撃急穣ζ吾皇 :〕 っゝたため、当初集石が作 られた後は単なる礫捨て場 となっ

たとも考えられるが、一部には30cm程 の台石状の平たい石が見 られたことから、 1類 の集石が次々

に作 られては破壊 された跡 とも考えられる。

2)遺  物 (第 36～ 51図 )

出土 した縄文時代の遺物は土器 と石鏃 を主 とした石器類であ り、概ね両調査区南半分か ら検出

された。

1区 では 2類 の集石 (礫層)に 混 じり合う形で各種土器や石鏃、剣片、チップが出上 している。

特に調査区西側で石鏃が多 く出土 している。

2区 では調査区南東部から大量の上器及び石鏃の出土見 られ、それと共に多量の最J片 、チップ

が検出された。
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A.土  器

l区 と2区 の上器と集石の関係を見るために別々に図示を行う。

1区 出土土器 (36～ 41図 )

出土 した土器 は全て縄文時代早期の上器であ り、調整、文様 、器形等か ら次 の ように分類 され

る。

1類  貝殻条痕土器類 貝殻条痕 による調整 を行 う土器である 1～ 5

1は 横方向の条痕の後 に縦方向の条痕 を施 し、文様 を意識 した構成 となっている。

2類 桑ノ九式土器類 口縁端を平に仕上げ、内外面 をナデた後 に櫛状施文具 (貝 殻か)に よ

る文様 を施す もの。 6～ 26

綾杉状の施文をするもの 6～ 16

横方向の施文をするもの 18～ 20

円弧状の施文をするもの 21、 22

縦方向の施文をするもの 23～ 26

文様形態では以上の様に区分できるが、縦方向の綾杉状の文様  7、 17 文様の密集 したもの

8～ 10 櫛状施丈 と沈線の組合せ 17 等の変化がみ られる。

3類 下景U峰式土器類

a 口縁端を平に仕上げ、内外面をナデた後に貝殻腹縁の深い刺突により文様 を施す もの。

綾杉状の施文をするもの 27、 29、 30、 32、 34～ 39

綾杉状の施文の中に横方向の刺突を施す もの 28、 31、 33

b 口縁端を平 に仕上 tデ 、内外面をナデた後に貝殻腹縁の刺突による列点文を施す もの。

横方向の列点を施文するもの 40～ 45

綾杉状の列点文 と横方向の列点文を組み合わせるもの 46～ 49

綾杉状の列点を施文するもの 50～ 53

47の 上部には貝殻腹縁の押引が施 されている。

4類  貝殻腹縁の押引を施す もの 54～ 56

3類土器の一部になる可能性 もある。

5類  ヘ ラ状工具 による施文 を施す もの

斜めの沈線 を入れる もの 57、 59、 60

横 の沈線 を入れるもの 58、 61

-60-
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第 39図  出土土器実測図
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格子状の沈線を入れるもの 62

57、 62は 貝殻腹縁の可能性がある。

6類 押型文土器

a 山形押型

山形押型を外面に施 し、内面の口縁部下にヘラ状の押圧を入れその下に山形押型を入れるもの

63、  64

山形押型を外面に施すが 2 cm程 の無文帯を口縁部に残 し、内面の口縁部下にヘラ状の押圧を入

れその下に山形押型を入れるもの 65

山形押型を外面に施すが2cm程 の無文帯を口縁部に残す もの 66、 67

山形押型を外面に施すが2cm程 の無文帯を回縁部に残 し、口唇部に刻目を持つ もの 68

山形押型を外面に施 し口縁端を平にする 69

また原体の形状 により、山形が鋭いもの 71～ 73、 山形が九みを帯びたもの 70、 74～ 76、 山

形が帯状になるもの 77～ 79、 山形が極小 さいもの 90の 4種 に分けられる。78、 79は 網代底で

ある。

b 格子 目押型 80、 81

c 楕円押型 82～ 89

原体の楕円の大 きさにより、精円が大型のもの 82～ 85、 楕円が中型のもの 87、 楕円が小型

のもの 86、 88、 89に 分類される。

86は 、細かな楕円押型を外面に施 し口縁端 を平にするものである。        :

7類  その他の上器

91は 貝殻腹縁の刺突で縦方向に入れる吉田式上器類 と思われる。

92、 93は 貝殻腹縁の押引である。

94、 95は 櫛状施文具による押引 と思われる。

2区 出土土器 (第 42～ 48図 )

出土 した土器は全て縄文時代早期の土器であ り、調整、文様、器形等から次のように分類 され

る。

1類 貝殻条痕土器類 貝殻条痕による調整を行 う土器である 96～ 101

横方向の条痕であるもの 96～ 99、 102、 104

条痕が交差するもの 100、 101

貝殻の背を連続押圧するもの 103

条痕 を縦方向に間隔を空け施す もの 105

2類 桑ノ九式上器類 口縁端 を平に仕上げ、内外面をナデた後に櫛状施文具 (貝 殻か)に よ
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O

る文様 を施す もの。106～ 136

横方向の施文をするもの 106～ 109

縦方向の施文をするもの 107、 108

斜めの施文をするもの ■0

綾杉状の施文をするもの 111～ 122

流水文状の施文 をするもの 123～ 129

円弧状の施文をするもの 130～ 133

浅 く引掻いた様な施文をするもの 134～ 136

文様形態では以上の様に区分でき、文様め密集 したもの 106、 109、 115、 H6が みられる。

3類  下剣峰式上器類

a 口縁端を平に仕上げ、内外面をナデた後に貝殻腹縁の深い刺突により文様 を施す もの

口縁端に横方向に刺突 し、その下に綾杉状の施文 をするもの 137、 139

綾杉状の施文をするもの 138、 140～ 143、 145、 146

綾杉状の施文の中に縦方向の刺突 を施す もの 147

綾杉状の施文の下に横方向の沈線を施す もの 144

横方向の施文をするもの 148～ 150

151は 底部である。

b 口縁端を平に仕上げ、内外面をナデた後に貝殻腹縁の刺突による列点文を施す もの

綾杉状の列点文 と横方向の列点文を組み合わせるもの 152～ 154

綾杉状の列点を施文するもの 155～ 163

156、 160は a類 とb類 の中間的な施文である。

4類  貝殻腹縁の押引を施す もの

164は 綾杉状貝殻列点文を回縁部に施文 し、その下部に貝殻腹縁の押引 と条痕の入れ混 じった文

様帯を入れ、更にその下部に貝殻腹縁の列点文を施す ものである。

193～ 196は 器面全体 に押引を施す ものだが、196の 底部には刻線が見 られない。

5類 ヘラ状工具による施文を施す もの

横 と斜めの沈線 を入れるもの 200

横の沈線 を入れるもの 201、 204

格子状の沈線を入れるもの 199

綾杉状の沈線を入れるもの 202、 203、 205

199～ 201、 204は 貝殻腹縁の可能性がある。

0
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6類  押型文土器

a 山形押型 165～ 182

山形押型 を外面 に施すが lcm程 の無文帯 を口縁部 に残 し、内面の口縁部下 にヘ ラ状の押圧 を入れ

その下 に山形押型 を入 れる もの 165～ 167

山形押型 を外面 に施すが lcm程 の無文帯 を回縁部 に残す もの 169

山形押型 を外面 に施 し口縁部 を平 にす るもの 168、 170～ 175

口縁部 に幅広 く無文帯 を残す もの 177

また原体の形状 により、山形が鋭い もの 168～ 170、 山形が九みを帯びたもの 165～ 167、 172、

山形が帯状 になる もの 173～ 176、 178～ 180の 3種 に分 け られ る。 181、 1821よ 、底部である。

b 楕 円押型 183～ 192

楕 円押型 を外面 に施すが lcm程 の無文帯 を口縁部 に残 し、内面の口縁部下 にヘ ラ状の押圧 を入れ

その下 に楕 円押型 を入れる もの 183～ 185

0 楕 円押型 を内面 に施す もの 186、 187 187は 口縁部 に押圧 を持つ

楕 円押型 を外面全体 に施 し口縁端 を平 にす る もの 188、 190、 191

外面 は回縁部下 に5cm程 の無文帯 を残 し、内面 は7cm程 に楕 円押型 を入れる もの 189

原体の楕円の大 きさにより、楕円が大型の もの 184、 185、 187、 楕円が中型の もの 183、 186、

188、 楕 円が小型の もの 189～ 192に 分類 される。

7類  その他 の上器

197は 横方向の条痕の後に縦の条痕を1,列 ズれるものである。

198は 櫛状施文具による縦線とヘラ状工具による横線の組合せである。

206、 207は 棒状工具 による連続刺突 と思 われる。

208は 条痕 を荒 くナデた ものである。

9 B.石
 器 (第 49～ 51図 )

石器は、石鏃、凹石、有孔石器等が出上 している。

石鏃は両調査区から出土 しているが、圧倒的に 2区 の出土量が 1区 の出土量 を上回つている。

使用石材は、黒曜石、チヤー ト、頁岩等多種である。

凹基鏃 209～ 276、 平基鏃 277～ 280、 所謂 トロ トロ石器 281～ 287が有る。大 きさはlcm～ 4cm

大 と多様である。

凹石は、円若 しくは楕円で中央に窪みを持ち、側面に敲打痕を持つ もの 288、 側面に擦痕を持

つ もの 289、 290と がある。

有孔石器 291 2区 の集石近 くで出土 したが、上下両面は研磨状 となっているが側面はやや荒

れた状態である。錘 としての使用が考えられる。

その他、景J片 、チップ等は多数出土 しているが、掲載はしていない。
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4,弥 生時代の遺構 と遺物

1)遺  構 (第 52図 )

弥生時代 の遺構 としては、第 1区 か ら竪穴住居が 2軒 、土坑が 2基、第 2区 か ら竪穴状遺構が

1基 、溝状遺構が検 出 されている。

1号 竪穴住居 (第 53図 )

4.4m× 4.7mの 方形 の竪穴住居 で深 さ約 20cmを 残 し、長軸が磁北方向か らやや東 に振 っている。

南東部 を近世以降の溝 によって切 り飛 ばされたうえ、東西方向の溝 3条 によつて中央部 も切 られ

ている。

東西両辺の中央部 に突起があることか ら、方形の間仕切住居 であることが判 明 した。

遺物 は、床面か ら浮いた形で検 出され、壷 。甕 。高杯 ・土製勾玉が出上 した。

柱穴 は検 出出来 なかった。

2号竪穴状遺構 (第 53図 )

5,4m× 5.3mの 不整 な方形の竪穴状遺構 で深 さ約 20cmを 残 し、長軸が磁北方向か らやや東 に振 っ

ている。

遺構 の南 3分 の 2は 5m× 4m、 深 さ約40cmの 楕 円形 のス リバチ状 となっているが、セクシ ョンか

ら切 り合い関係 はつかめなかったため、同一遺構 として扱 っている。

遺物 は、床面か らやや浮いた形 で検 出 され、壺 と甕が出上 した。

柱穴 は検 出出来 なかった。

3号竪穴状遺構 (第 54図 )

直径5,6mの 円形の竪穴状遺構で深さ約10cmを 残 し、数箇所に間仕切状の突起の痕跡 と思われる

部分が見 られ、円形の間仕切住居の可能性が高い。

遺物は、床面か らやや浮いた形で検出され、壺 。甕・高杯等が出土 し

柱穴は検出出来なかった。

1号土坑 (第 54図 )

2.5m× 1.3mの 長楕 円形で東か ら西 に向かって傾斜 してお り 東側 50cmの 所 で 10cmの 段が見 られ

る。

上坑 内には2m× 0,7mの 範囲に土器片 を敷 き詰めた形 になってお り、床面か ら

位置で東側の段 の上端の高 さに揃 つている。土器は全て破片で使用 されてお り、

側部はやや高 くして壁 を意識 した様 に感 じられる。

土器敷 きの上部 を使用 したのか、土器 を覆いに したのかは不 明であ り、単 な

可能性 もある。

器種 としては、壷 ・奏が出土 した。

C)

10cm～ 20cm浮 いた

中心部は平坦 に、

る貯蔵穴の陥没 の
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2号土坑 (第 54図 )

2.lm× 1.3mの 不整楕円形で北か ら南に向かってやや傾斜 してお り、約10cmの 深さを残す。東側

1.5m× 0。 8mの 長楕円形 と西側 1.3m× 1.3mの 隅九方形の上坑の切 り合いにも思えるが確認出来なか

った。

遺物は、床面か らやや浮いた形で甕が検出された。

2)遺  物

A.土  器 (第 55～ 60図 )

竪穴住居 出土土器が後期 の土器、土坑 出土土器 は中期後葉の土器 中心 である。

1号 竪穴住居 出土土器 (第 55,56図 )

(| る:9:;:〔

9与

!i[置 :暑璽ネ需ζ況 :移1寺轡iiノ iち昆ぞ写笑泳賀」呉壁を得ξぢ:ち∫,息と房::晨身
口縁 を持つ壷で、298は 口縁端 をナデ付 けて平坦面 を作 る壷である。299～ 301は 甕で、口縁が くの

字外反す る もので屈 曲部の稜 は明瞭ではな く、299は 長胴化 している。302～ 304は 高郭で、302は

口縁部 と体部の境 に段 を持 ち強 く外反するもの、303、 304は 脚で裾の開 きが短い ものである。305

は器台で裾 の開 きは緩やかで円形透か しを入れる。306～ 310は 甕のハの字 に開 く底部で310を 除 き

上 げ底 である。311は 土製勾玉で尾 を欠損 し直径 1.4cm、 残存長 4cmで ある。

2号竪穴状遺構 出土土器 (第 56図 )

312～ 316は 奏で、312～ 314は くの字外反す る口縁で、屈 曲部の稜 はそれぞれである。 315、 316

は上 げ底 の底部である。

0 3号
竪穴状遺構 出土土器 (第 57図 )

317は 短顎壷で九底 に近い平底、318は 異様 に長い頸部 を持 ち、319は 口唇部に刻 目を持つ長顎壼

である。 3201よ 器台で 3段 の沈線 と 2段 の円形透か しを施す。 321は 壼の胴部で研磨 されている。

l号土坑出土土器 (第 57・ 58図 )

322～ 325は 壷である。 3221よ 口縁部 を折 曲げ沈線 を施 し、324は 波状文 を施 し、325は 突帯 を 2条

巡 らす。326～ 3311よ 甕である。 326、 327は 逆 L字状 口縁 で、328～ 331は 直線的 に延 びる口縁 の も

ので刻 目突帯 を 1乃 至 2条持つ ものである。332～ 334は 重の底部である。335～ 337は 甕の底部で、

336、 337は 外 開 きで上 げ底である。
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2号土坑 出土土器 (第 58図 )

338は 刻 目突帯 を持つ甕の口縁部、3391ま 逆 L字状の口縁 に突帯 を持つ ものである。 3401ま 甕の底

部で指頭痕が明瞭である。

5.そ の他 の遺構 と遺物

1)遺  構

1区 、 2区共 に溝状遺構が検 出 され、 1区 では 4条 の溝状遺構が、 2区 では 2条 の溝状遺構が

検出 された。

1区

l号溝 幅5mの 大型溝状遺構が調査 区東側 か ら中央で直角 に曲が り南 に向か って行 く。 この溝

は東側 では深 さ約 60cm程 あるが、南では痕跡状 に しか検 出されなかった。 また内部 は、幅2mの 溝

が 2条 並行 した形 となってお り、北寄 りの溝が より深い ものであった。

2号溝  1号 溝 の北側 にある、東西方 向に延びる幅 50cmの 溝 で、 1号住居 を切 る形で検 出され

た。

3号溝  l号 住居の西側で直角 に曲がる幅50cmの溝で、東側 は 1号住居 を切 つた後 に 1号溝 と、

南側 も 1号溝 と切 り合 う溝である。

4号溝 調査 区南西部で 1号溝 と切 り合い北側す ぐに直角 に西 に曲が る幅3mの 溝 で 2区 にその

まま延 びる ものである。

2区

4号溝 -2 1区 か ら続 く溝で西向 きに延 びている。

5号溝  4号 溝 の南側で東西 に延 びる幅2mの 溝である。 2区 東側 の部分が幅4m程 で落ち込 んで

お り、その部分で土器が集中的に出土す ることか ら竪穴住居 を破壊 した可能性がある。

2)遺  物 (第 59・ 60図 )

1区 の溝状遺構 は撹乱状態であ り、押型文土器、弥生土器片、陶磁器類 まで幅広 く出上 してい

る。

5号溝出土遺物

全 て 2区 の落ち込み状部分 の出上である。

341は 口縁が強 くくの字外反する短頸壷で、342は 三角突帯 を持ち、343は 薄い刻 目突帯 を持つ壷

の胴部である。344～ 351は 甕である。 344、 345、 354、 355は くの字外反す る口縁 で刻 目突帯 を持

つ もの。346～ 348、 352、 3531よ くの字外反す る口縁 で屈 曲部 に稜 を持つ もの。349は 直行する日縁

で刻 目突帯、350は 緩やかに口縁が外反するものである。356、 357は 高杯の脚部である。358～ 361

は壼の底部である。

362、 363は 直行する日縁の甕の底部である。364～ 367は ハの字 に開 く甕の底部で上げ底である。

0)
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6.小 結

縄文時代

車坂第 3遺跡の縄文時代早期について特徴 を挙げると次のようになる。

1 1区 では礫、集石の出土量がかな り厚 く面的である点

2 2区 に石鏃の出土量が多 く集中 している点

3 土器の出土量がかなり多 く面的である点 (1区 。2区 での相違は特に見 られなかった )

4 押型文土器の出土率がかな り高 く5割 を越える点

1に ついては、集石の構築数 との関係が最 も重要 となるが、発掘段階では全体を一様に掘 り下

げて行った訳であるが、大小の焼礫、円礫、破砕礫が土器片、チップ、景U片 等 と入れ混 じった状

態で検出されたため、集石の場所 を特定出来な永った。最期に確認 トレンチを入れた際に掘 り込

みを持つ集石を検出したが、これも石の平面的な密集度から判別出来たものではな くトレンチ壁

に掘 り込みが確認 されたものである。総体 に言えることは、集石遺構の石の密集度に比べ ると、

集石検出面 より上層の石の密集度はやや疎 ということである。さらに、土器片、チ ップ、剖片等

と入れ混 じった状態であることを考え合わせると、 1区 の礫層は当初集石を構築 した後は、礫や

土器等の廃棄に依って形成された、謂わば礫塚 とでも言えるものではないだろうか。

2に ついては、出上 した石鏃の 9割以上が 2区 の南側に集中 している。 2区 からも集石や礫群

は検出されているが 1区 の様な密集はしておらず、むしろ間遠である。また土器片、チップ、景U

片等の多量な出土く有孔石器の出土、並びに 1区 の状況を考え合わせると、 2区 には作業場的な

役割があったと考えられる。

3に ついては、既に 1、 2で 述べたように本遺跡が作業場や廃棄場としての性格を持った遺跡

であれば当然と言えよう。

4に ついては、当遺跡出上の上器は大 きく分けて押型文土器、桑ノ九式上器、下最J峰式土器の

3類 である。押型文土器の口縁部内面の押圧 (沈線)に 長短が見 られることから2時期あると考

)と
二を進邑玄なこと桑注[撃与きを吾雪蟹穏唇 手子彙遭浄云桂念ぢ景与G再上aを i争

ヽ押型文

押型文土器が大分県の状況 と同一の変化 を辿るということは、ア.常 に人の交流があ り情報伝

達が行われた、イ.常 に土器の搬入が行われていたかであろう。

本遺跡が作業場や礫捨て場であるならば、 1区 2区 の両面か ら並行する押型文土器 と在地系の

貝殻文土器が一様 に出土することは、アの場合においては、少な くとも生活空間の内、労働部分

は共有 していたと考えられ、イの場合においては土器の中に作業や生活に必要な物資が入ってい

たと考えられる。

このように考えて くると、本遺跡は早期の一時期に形成された訳であ り、その期間での居住が

定住的なものか、移動的なものであるのかが問題 となり、押型文土器の編年観 を援用 し、他遺跡

での状況を踏まえての作業が今後の課題 として残 された。
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弥生時代

弥生時代 について見ると、 1号土坑、 2号土坑か ら逆 L字状の口縁を持つ甕等が出上 している

から中期中葉頃に利用が始まると思われる。

利用当初は、土坑が見 られるだけであるが、用途は不明である。

後期の前葉に 2号竪穴状遺構、後期の後葉に 1号竪穴住居、 3号竪穴状遺構が出現する。この

うち 2号竪穴状遺構は方形住居 と土坑 との切 り合いの可能性が高 く、 3号竪穴状遺構は円形の間

仕切住居 と考えられる。そうすると、 1号・ 3号 と異なる平面形の間仕切住居がほぼ同時期 に存

在 し、スリバチ状の上坑 も近い時期になるのではないだろうか。 1号は 1辺 4.5m、 3号 は直径約

5,6mと 大 きさが異なっているが、本遺跡の住居は車坂第 2遺跡の間仕切住居 と規模が近いが後出

するものであ り、車坂第 1遺跡・同第 2遺跡 との住居数に比べ ると少ないものであ り、集落規模

や丘陵利用の相違が窺われる。

本遺跡の調査の年は、希な冷夏であったうえ、大型台風12号 の直撃により、隣接するアパー ト

の屋根瓦が吹き飛ばされて調査区内にかなりの量が突き刺さっていたり、神社の杉の木が倒れて

たり折れたりしていた。その光景を目の当たりにして、縄文時代や弥生時代には台風が直撃 した

際には、どんな状態になったのだろうと感慨に耽ったものである。
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第 6表 縄文土器観察表

番号 部 位 調 整 文 様 色  調 胎 土 備 考

ユ 月同  音馬
内面 ナデ 灰 褐

41un以 下の砂粒を含む
外面 貝殻条痕 赤 褐

2 月同  吉呂
内面 ナデ 灰 黄

0.511MIl以 下の砂粒を多く含む
外面 ″ 貝殻腹縁による押引文 暗 黄

号同  書[
内面 ナデ 暗 褐

llul以下の砂粒を含む
外面 貝殻条痕

月同  音Б
内面 ナデ 暗 褐

31un以 下の砂粒を含む
タト面 ナデ後貝殻条痕

月同  吉呂
内面 ナデ 茶 褐

2Hlln以 下の砂粒を多く含む
外面 貝殻条痕 黄 褐

日縁部
内面 丁寧なナデ 茶 褐

3mull以 下の砂粒を含む 穿子しあ り
外面 ナデ 櫛状施文具による綾杉文

7 口縁部
内面 ナデ 灰 黄 褐

0.6nllll以 下の砂粒を多く含む スス付着外面 ク 櫛状施文具による綾杉文 暗 橙

】同  音Б
内面 ナデ 暗 褐

311Mll以 下の砂粒を含む
外面 ク 櫛状施文具による綾杉文 淡 茶 褐

9 月同  著Б
内面 丁寧なナデ 里

【
褐

lmull以 下の砂粒を含む
外面 ナデ 櫛状施文具による綾杉文 茶 褐

月同  吉焉
内面 丁寧なナデ 茶 褐

3Hlln以 下の砂泣を含む
外面 ナデ 櫛状施文具による綾杉文 //

月同  喜呂
内面 ナデ 茶 褐

1.51nlll以 下の砂粒を含む 穿孔あ り外面 ク 櫛状施文具による綾杉文 橙 褐

月同  きБ
内面 丁寧なナデ 里

¨
褐

1.511un以 下の砂粒を含む
タト雇野      ク 櫛状施文具による綾杉文 茶 褐

月同  菩L
内面 丁寧なナデ 里

【 褐
21111n以 下の砂粒を含む

外面 ナデ 櫛状施文具による綾杉文 茶 褐

月同  音Б
内面 丁寧なナデ 里

【
褐

211un以 下の砂粒を含む
外面 ナデ 櫛状施文具による綾杉文 褐

月同  吾呂
内面 丁寧なナデ 里

〔
褐

211ull以下の砂粒を含む
外面 ナデ 櫛状施文具による綾杉文 茶 褐

月同  吾Б
内面 丁寧なナデ 里

【
褐

1.511ul以 下の砂粒を含む
外面   ク 櫛状施文具による綾杉文 茶 褐

月同  吉焉
内面 丁寧なナデ 暗 褐

2111111以下の砂粒を含む
外面 ナデ 櫛状施文具による綾杉文 暗 橙

口縁部
内面 ナデ 茶 褐

2111m以 下の砂粒を含む
外面 ク 横長施文 暗 褐

月同  き【
内面 ナデ 暗 赤 褐

0 3nllll以 下の砂粒を含む
クト雇3   // 横長施文 暗 黄 褐

胴  部
内面 ナデ 茶 褐

1.51nll以 下の砂粒を含む スス付着夕I・雇子  ク 横長施文

月同  音Б
内面 ナデ 暗 黄 橙

511111以 下の砂粒 を含むタト面 ク 弧状の施文 橙

月同  吉呂
内面 ナデ 茶 褐

4411n以 下の砂粒を含む
外面 ク 弧状の施文 暗 橙

月同  著Б
内面 ナデ 茶 褐

lllm以下の砂粒を含む
外面 ク 縦長施文

胴  部
内面 ナデ 橙 褐

2.5HIHl以下の砂粒を含む
外面 ク 縦長施文

月同  者Б
内面 ナデ 里

【
褐

lllull以下の砂粒を含む
外面 ク 縦長施文 橙 褐

月同  吉Б
内面 ナデ 茶 褐

3111m以 下の砂粒を含む
外面 ク 縦長施文 暗 橙

回縁部
内面 ナデ 淡 褐

lmll以 下の砂粒を含む
タトE三   ク 貝殻腹縁による綾杉文

口縁部
内面 ナデ 立

日 4・B
24114以 下の砂粒を含む

外面 ク 貝殻腹縁による綾杉文
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番号 部 位 調 整 文 様 色  調 胎 土 備 考

月同  吾Б
内面 ナ デ 里

ト
褐

1 51ull以 下の砂粒を含む
タト雇]   ク 貝殻腹縁による綾杉文 茶 褐

月Π  ttБ
内面 ナ デ 里

【
褐

llBIll以 下の砂粒を含む
タト属]  ク 貝殻腹縁による綾杉文 暗 褐

月同  音[
内面 ナデ 黄 灰

2111111以下の砂粒を多く含む
タト雇]  ク 貝殻腹縁による綾杉文 黄

月同  音呂
内面 丁寧なナデ 里

〔
褐

1.51ull以 下の砂粒を含む
外面 ナデ 貝殻腹縁による綾杉文

立
日 褐

月同  音Б
内面 ナデ 褐 灰

2.5Hun以 下の砂粒を含む
タトE写   // 貝殻腹縁による綾杉文 明 赤 褐

胴  部
内面 ナデ 掲 灰

311Hl以 下の砂粒を多く含む
タト雇三  ク 貝殻腹縁による綾杉文 暗 橙

月同  吉h

内面 ナデ 橙 褐
311nl以 下の砂粒を含む

タト面 ク 貝殻腹縁による綾杉文

月同  音Б
内面 ナデ 茶 褐

lllHll以 下の砂粒を含む
外面 ク 貝殻腹縁による綾杉文

胴  部
内面 ナ デ 暗 黄 橙

3.5硼以下の砂粒を含む スス付着
タト雇尋  // 貝殻腹縁による綾杉文 暗 黄 掲

月同  者呂
内面 ナ デ 里

ヽ
褐

llnal以下の砂粒を含む
外面 ク 貝殻腹縁による綾杉文 褐

胴部～底部
内面 ナ デ 暗 褐

lHHll以下の砂粒を含む
タト雇]  ク 貝殻腹縁による綾杉文 赤 褐

口縁部
内面 ナデ 貝殻腹縁による横方向の 里

〔
掲

211m以 下の砂粒を含む
穿子しあ り

列点状タトE野   ク 施文、押引

口縁部
内面 ナ デ 貝殻腹縁による横方向の 暗 褐

1.5mll以 下の砂粒を含む 列点状
外面 ク 施文、押引 橙 褐

胴  部
内面 ナデ 貝殻腹縁による横方向の 褐

2HHn以 下の砂粒を含む 列点状
タト雇写  ク 施文、押引

月同  音Б
内面 ナデ 貝殻腹縁による横方向の 暗 褐

1.51un以 下の砂粒を含む 列点状
外面 ク 施文、押引 淡 暗 褐

月同  吉h
内面 ナデ 貝殻腹縁による横方向の 暗 褐

51rull以 下の砂粒を含む 列点状
外面 ク 施文、押引 淡 掲

胴  部
内面 ナデ 貝殻腹縁による横方向の 里

【
褐

2.511ull以 下の砂粒を含む 列点状
外面 ク 施文、押引 黄 褐

口縁部
内面 ナデ 暗 橙

0.21xull以 下の砂粒 を含む スス付着
外面 ク 貝殻腹縁による綾杉文 灰 責 4fl

月同  吉Б
内面 ナデ 暗 黄 橙

311ull以 下の砂粒を多く含む 列点状
タトE野   // 貝殻腹縁による綾杉文 ク

胴  部
内面 ナデ 淡 褐

1.51114以 下の砂粒を含む 列点状
タトE野  ク 貝殻腹縁による綾杉文 淡 橙 褐

月同  者呂
内面 ナデ 淡 掲

2nlHl以 下の砂粒を含む 列点状
外面 ″ 貝殻腹縁による綾杉文

月同  吉h
内面 ナデ

立
日 黄

2Hull以 下の砂粒を多く含む 列点状
クト[三   ク 貝殻腹縁による綾杉文 ク

胴  部
内面 丁寧なナデ 淡 茶 褐

311ull以 下の砂粒を多く含む アJ〕ミ】犬
タトE] ナ デ 貝殻腹縁による綾杉文

月同  吉h
内面 ナ デ 黍 褐

1.5aln以下の砂粒を含む 列点状
外面 丁寧なナデ 貝殻腹縁による押引

胴  部
内面 ナデ 里

【
褐

lHllll以下の砂粒を含む 列点状
外面 丁寧なナデ 貝殻腹縁による押引 橙

月同  音Б
内面 ナデ 茶 褐

1.54111以 下の砂粒 を含む
外面 ク 貝殻腹縁による押引

月同  著b
内面 ナデ 里

【
褐

lllllll以 下の砂粒を含む
タト雇]  // 貝殻腹縁による押引 茶 褐

月同  吉b
内面 ヘラナデ 灰 褐

lHlln以 下の砂粒を含む
タトlEl り

ニ
デ 貝殻腹縁による押引 暗 褐

e)
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番号 部 位 調 整 文 様 色  調 胎 土 備 考

口縁部
内面 ナデ 暗 掲

511Hll以下の砂粒を含む 穿孔あ り
外 面 研磨 ヘラ状施文具による沈線 灰 褐

胴  部
内面 丁寧なナデ 茶 掲

21111n以下の砂粒を含む
外面 研磨 ヘラ状施文具による沈線

月同  吉呂
内面 ナデ 暗 褐

31Hll以 下の砂粒を含む
タト面 研 磨 ヘラ状施文具による沈線 里

〔
褐

胴  部
内面 ナデ 淡 茶

2.511Mll以 下の砂粒を多く含む
タト雇野  ク ヘラ状施文具による沈線

胴  部
内面 ナデ 里

【
褐

1.511ull以 下の砂粒を含む
外面 研磨 ヘラ状施文具による沈線 茶 掲

胴  部
内面 ナ デ 赤 褐

211xll以下の砂粒を含む
外面 ク ヘラ状施文具による沈線 明 赤 褐

口縁部
内面 ナデ ヘラの押圧 暗 黄 褐

微細な砂粒を多く含む
外面 ク 山形押型 明 褐

胴  部
内面 ナデ ヘラの押圧 赤 掲

lllull以下の砂粒を含む 穿子しあ り
外面 ク 山形押型

口縁部
内面 ナデ ヘ ラの押圧 湊 楊

541111以 下の砂粒を含む
外面 ク 山形押型 灰 褐

口縁部
内面 ナデ 黄 褐

lllul以下の砂粒を含む
外面 ク 山形押型 暗 褐

口縁部
内面 ヘラナデ 淡 褐

311ull以 下の砂粒を含む
外面 ナ デ 山形押型 灰 褐

口縁部
内面 ナデ 里

【
褐

211ull以 下の砂粒を含む
外面 ク 山形押型 暗 褐

口縁部
内面 ナデ 暗 灰 責

5111111以下の砂粒を多く含む 穿孔あ り
外面 ク 山形押型 //

月同  吉h
内面 ナデ 灰 褐

811Mll以 下の砂粒を含む
外面 ク 山形押型 湊 楊

胴  部
内面 ナデ 暗 橙 褐

5剛以下の砂粒を含む
タト雇]  ク 山形押型 暗 橙

胴  部
内面 ナデ 赤 褐

511ull以 下の砂粒を含む
タト雇子  ク 山形押型 暗 褐

胴  部
内面 ナ デ 茶 褐

311BIl以 下の砂粒を含む
タト雇憲  ク 山形押型 褐

胴  部
内面 ナデ 暗 褐

211ull以 下の砂粒を含む
外面 ク 山形押型 黄 褐

月同  著呂
内面 ナ デ 灰 褐

311ull以 下の砂粒を含む
外面 ク 山形押型 淡 褐

月同  音Б
内面 ナ デ 暗 橙

5.51ull以下の砂粒を多く含む スス付着
外面 ク 山形押型

月同  著Б
内面 ナデ 里

【
褐

411111以 下の砂粒を含む
外面 ク 山形押型 淡 掲

月同  音Б
内面 ナ デ 暗 褐

6111111以下の砂粒を含む 網代底
外面 ク 山形押型 褐

月同  吉Б
内面 ナデ 責 褐

211ull以 下の砂粒を多く含む 網代底
外面 ク 山形押型

胴  部
内面 ナ デ 暗 褐

2111111以 下の砂粒を含む
タト雇写  ク 格子押型

胴  部
内面 ナ デ 赤 灰

311Lll以 下の砂粒を含む
タト雇子  // 格子押型 黄 橙

胴  部
内面 ナデ 橙

0,411ull以 下の砂粒を多く含む
タト雇]  ク 楕円押型 暗 黄 橙

胴  部
内面 ナデ 暗 褐

0.411Mn以下の砂粒を多く含む
タト雇子  ク 楕円押型 暗 黄 橙

胴  部
内面 ナ デ 淡 褐

llllln以下の砂粒 を含む
外面 ク 楕円押型 ク



番号 部 位 調 整 文 様 色  調 胎 土 備 考

月同  音Б
内面 ナデ 褐

lllull以 下の砂粒を含む
外面 ク 楕円押型 赤 褐

口縁部
内面 ナデ 明 黄 褐

8111m以 下の砂粒を含む
タトF野  ク 楕円押型 暗 黄 橙

月同  吉Ь
内面 ナデ 黄 褐

lllull以 下の砂粒を含む スス付着
外面 ク 楕円押型

胴  部
内面 ナ デ 橙 褐

211ull以 下の砂粒を含む
タトE三   // 楕円押型

月同  音Б
内面 ナ デ 茶 褐

2.51Mll以下の砂粒を含む
外面 ク 楕円押型 黄 褐

口縁部
内面 ナデ 淡 褐

21nHl以 下の砂粒を含む
外面 ク 楕円押型、山形押型 ク

月同  吉Б
内面 丁寧なナデ 淡 黒 褐

1.3111111以 下の砂粒を含む
外面 ナデ 貝殻腹縁による刺突 暗 橙

月同  吉凸
内面 ナデ 茶 褐

lllull以下の砂粒を含む
タト雇野  ク 貝殻腹縁による押引

胴  部
内面 ナデ 茶 褐

2Hul以 下の砂粒を含む
外面 ク 貝殻腹縁による押写

胴  部
内面 ナデ 茶 褐

1.5mln以 下の砂粒を含む
外面 ″ 櫛状施文具の押引

月同  害Б
内面 ナデ 茶 褐

21un以 下の砂粒を含む
タトE三   ク 櫛状施文具の押引

i同  音呂
内面 ナデ 灰 褐

llllln以下の砂粒を多く含む
外面 掲

I同  吉b
内面 ナデ 褐

砂粒を含む
タト面

月同  吉[
内面 ナデ 暗 赤 褐

lHIIll以下の砂粒を多く含む
外面 貝殻条痕

:同  音Б
内面 ナデ 明 赤 褐

1.511Hll以 下の砂粒を多く含む
外面 貝殻条痕

月同  吉Ь
内面 ナデ 里

【
褐

砂粒を含む
外面 貝殻条痕 淡 褐

月同  吉焉
内面 丁寧なナデ 暗 灰 黄

211ull以下の砂粒を含む
外面 貝殻条痕 暗 黄 褐

口縁部
内面 ナ デ 灰 褐

lHun以下の砂粒を含む
タト雇]  ク 横方向の貝殻粂痕 黄 橙

口縁都
内面 ナデ 灰 褐

211ull以下の砂粒を含む
タト雇]  // 貝殻腹縁による押圧 暗 掲

口縁部
内面 ヘラナデ 暗 灰 黄

lHHl以下の砂粒を含む
タト面 ナ デ 横方向の貝殻条痕 暗 褐

口縁部
内面 ヘラナデ 灰 黄 褐

211MIl以 下の砂粒を含む
外面 ナデ 縦方向の貝殻条痕 暗 黄 橙

月同  吾呂
内面 ナデ 櫛状施文具による 里

【
褐

lllull以 下の砂粒を含む
タトE野   // 横方向の施文 灰 褐

Л同  音Б
内面 ナデ 櫛状施文具による 灰 責

lllm以下の砂粒を含む
タト雇]  ク 縦方向の施文 暗 黄 褐

月同  吉h
内面 丁寧なナデ 櫛状施文具による 里

〔
褐

5111n以 下の砂粒を含む
外面 ナデ 縦方向の施文 褐

胴  部
内面 ナデ 櫛状施文具による 灰 褐

2alln以 下の砂粒を含む
外面 ク 横方向の施文 暗 褐

胴  部
内面 丁寧なナデ 櫛状施文具による 暗 黄 褐

31Hl以 下の砂粒を含む
タト面 ナ デ 斜め方向の施文 暗 褐

口縁部
内面 ナデ 暗 黄 橙

3Hllll以 下の砂粒を含む
外面 ク 櫛状施文具による綾杉文

口縁部
内面 ナ デ 黄 橙

411ul以下の砂粒を含む
クトE三   ク 櫛状施文具による綾杉文 暗 責 橙

6)
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日縁部
内面 ナデ 暗 橙

2alln以 下の砂粒を多く含む
タトロ釘  ク 櫛状施文具による綾杉文 暗 掲

口縁部
内面 ナデ 橙

lHlln以 下の砂粒を多く含む
外面 ク 櫛状施文具による綾杉文 里

【
褐

月同  害Б
内面 ナデ 暗 褐

lllMIl以下の砂粒を含む
外面 ″ 櫛状施文具による綾杉文 暗 赤 褐

号同  青Б
内面 ナデ 暗 褐

3Hlln以 下の砂粒を多く含む
外面 ク 櫛状施文具による綾杉文

月同  害Б
内面 丁寧なナデ 暗 黄 橙

3111n以 下の砂粒を多く含む
外面 ナデ 櫛状施文具による綾杉文 暗 黄 褐

月同  吉L
内面 丁寧なナデ 明 褐 灰

llHn以 下の砂粒を含む
外面 ク 櫛状施文具による綾杉文 褐

月同  音[
内面 ナデ 里

【
褐

llan以 下の砂粒を含む
タトE]  ク 櫛状施文具による綾杉文 掲

月同  吉Б
内面 ナデ 里

【
褐

lnllll以下の砂粒を含む
タトE]  ク 櫛状施文具による綾杉文 褐

月同  吉Б
内面 丁寧なナデ 暗 褐

2Hun以 下の砂粒を多く含む
外面 ナデ 櫛状施文具による綾杉文

月同  音呂
内面 ナデ 灰 褐

3Hun以 下の砂粒を多く含む
タト雇尋  ク 櫛状施文具による綾杉文 暗 褐

月同  き呂
内面 ナデ 暗 苦

（ 1.5111al以 下の砂粒を含む
外面 ク 流水文状 暗 灰 黄

月同  きБ
内面 ナデ 暗 黄 褐

51nln以 下の砂泣を含む
外面 ″ 流水文状 明 褐

打同  菩Б
内面 ナデ 暗 褐

lnurl以 下の砂粒を含む
タト雇野  ク 流水文状

胴  部
内面 ナデ 黄

71Ml以 下の砂粒を多く含む
外面 ク 流水文状 明 褐

月同  吉る
内面 ナデ 里

【
褐

1■lln以 下の砂粒を含む
タトこ野  ク 弧状の施文 暗 褐

月同  吉Ь
内面 ナデ 明 褐 灰

2Hun以 下の砂粒を多く含む
クト雇野   // 弧状の施文 黒 灰 褐

月同  音b
内面 ナデ 暗 灰 黄

lHun以下の砂粒を含む
外面 ク 弧状の施文 明 黄 褐

月同  音呂
内面 ナデ 黄 橙

21un以 下の砂粒を含む
クト雇三  ク 弧状の施文 明 黄 褐

月同  吾呂
内面 ナデ 灰 褐

lalln以下の砂粒を含む
外面 ク 弧状の施文 暗 褐

月同  音Б
内面 ナデ 里

【
褐

砂粒を含む
外面 ″ 弧状の施文

立
日 褐

月同  き旧
内面 ナデ 暗 灰 黄

2Hul以 下の砂粒を多く含む
外面 ク 弧状の施文 黄 trB

月同  きБ
内面 ヘラナデ 櫛状施文具による 里

【
褐

砂粒を含む
外面 ナデ 浅 く掻いたような施文 暗 黄 褐

胴  部
内面 ナデ 櫛状施文具による 暗 黄 褐

31ul以 下の砂粒を多く含む
外面 ク 浅く掻いたような施文

月同  吉Ь
内面 ナデ 櫛状施文具による 暗 橙

311un以 下の砂粒を多く含む
外面 ク 浅く掻いたような施文 暗 褐

口縁部
内面 ナデ 暗 褐

211un以 下の砂粒を含む 横方向の刺突あり
外面 ク 貝殻腹縁による綾杉文

口縁部
内面 ナデ 暗 褐

llnln以 下の砂粒を含む
タト雇三   // 貝殻腹縁による綾杉文 里

【
褐

口縁部
内面 ナデ 灰 掲

微細な砂粒を含む 横方向の刺突あり
タトE]  ク 貝殻腹縁による綾杉文 ク

月同  著Б
内面 ナデ 暗 灰 褐

lllull以下の砂粒を含む
外面 ク 貝殻腹縁による綾杉文 暗 褐

工
▼
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番号 部 位 調 整 文 様 色  調 胎 土 備 考

胴  部
内面 ナデ 里

【
掲

lmll以下の砂粒を含む
外面 ク 貝殻腹縁による綾杉文 褐

月同  音呂
内面 ナデ 暗 黄

2Hlln以 下の砂粒を多く含む
外面 ク 貝殻腹縁による綾杉文 里

い
褐

打同  吉呂
内面 ナデ 暗 褐

311ull以 下の砂粒を含む
外面 ク 貝殻腹縁による綾杉文

月同  音Б
内面 ナデ 褐

llnHl以下の砂粒を含む 横方向の沈線あり
外面 ク 貝殻腹縁による綾杉文 暗 褐

月同  音Ь
内面 ナ デ 暗 褐

2Hlln以 下の砂粒を含む
クト雇]  ク 貝殻腹縁による綾杉文 褐

胴  部
内面 ナデ

立
日 褐

砂粒を含む
タトEζ  ク 貝殻腹縁による綾杉文

胴  部
内面 ナ デ 灰 黄 褐

541tn以 下の砂粒を含む 縦方向の刺突あり
タト面 ク 貝殻腹縁による綾杉文 暗 黄 橙

月同  音呂
内面 ナデ 貝殻腹縁による横方向 里

【
褐

lllMll以 下の砂粒を含む スス付着
外面 ク の施文 暗 褐

】同  著Б
内面 ヘラナデ 貝殻腹縁による横方向 里

〔
褐

lnlln以 下の砂粒を含む
外面 ナ デ の施文 暗 褐

月同  吉b
内面 ナ デ 貝殻腹縁による横方向 暗 灰 黄

lllHl以 下の砂粒を多く含む
外面 ク の施文 暗 褐

底  部
内面 ナデ 黄 橙

31111n以下の砂粒を多く含む
外面 丁寧なナデ 貝殻腹縁による刺突 暗 褐

口縁部
内面 ナデ 貝殻腹縁による綾杉文、 暗 褐

lllun以 下の砂粒を多く含む
タトF野   ク 横方向の列点文 暗 黄 褐

口縁部
内面 ナ デ 貝殻腹縁による綾杉文、 淡 褐

lnIIll以下の砂粒を多く含む
外面 ″ 横方向の列点文

口縁部
内面 ナデ 貝殻腹縁による綾杉文、 暗 褐

6Hull以 下の砂粒を含む
外面 ク 横方向の列点文 里

〔
褐

口縁部
内面 ナデ 貝殻腹縁による綾杉状 暗 褐

llnl以下の砂粒を多く含む
タトE」   ク の列点文 里

〔
褐

胴  部
内面 ナデ 貝殻腹縁による綾杉状 灰 黄 掲

2111111以下の砂粒を多く含む
外面 ク の列点文 暗 黄 褐

胴  部
内面 ナデ 貝殻腹縁による綾杉状 里

ト
褐

2111111以下の砂粒を含む
外面 ク のアu点文 暗 褐

月同  苦呂
内面 ヘラナデ 貝殻腹縁による綾杉状 灰 褐

2mll以 下の砂粒を多く含む
外面 ナデ の列点文 暗 IrS

月同  吉Б
内面 ヘラナデ 貝殻腹縁による綾杉状 暗 褐

llllm以 下の砂粒を含む
外面 ナデ の列点文

月同  音る
内面 ナデ 貝殻腹縁による綾杉状 里

一
褐

311Hl以 下の砂粒を含む
タトlEl  ク の列点文 暗 褐

口縁部
内面 ヘラナデ 貝殻腹縁による綾杉状 暗 掲

211ul以 下の砂粒を多く含む スス付着
外面 ナデ の列点文 里

【
掲

胴  部
内面 ナデ 貝殻腹縁による綾杉状 暗 灰 黄

211ull以 下の砂粒を多く含む
タト面 ク の列点文 暗 黄 褐

】同  著焉
内面 ヘラナデ 貝殻腹縁による綾杉状 暗 黄 褐

311Hll以 下の砂粒を多く含む
外面 ナデ の夕」点文

口縁部
内面 丁寧なナデ 貝殻腹縁による列点文、 黄 灰

21nln以 下の砂粒を多く含む
外面 ナデ 押 引 赤 褐

口縁部
内面 ナデ ヘラの押圧、山形押型 灰 掲

31Hll以 下の砂粒を含む
タト面 ク 山形押型 暗 褐

回縁都
内面 ナデ 暗 褐

0.51H4以 下の砂粒を含む
タト雇]  ク 山形押型 明 黄 褐

口縁部
内面 ナデ 暗 褐

llull以下の砂粒を含む
外面 ク 山形押型 里

〔
褐

口縁部
内面 ナ デ 暗 黄 橙

311ull以 下の砂粒を多く含む
タト雇野  ク 山形押型

耳
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口縁部
内面 ナデ 褐

21nHl以 下の砂粒を含む
外面 ク 山形押型

口縁部
内面 ヘラナデ 暗 褐

4111tll以 下の砂粒を含む
外面 ナデ 山形押型 褐

口縁部
内面 丁寧なナデ 灰 褐

411un以 下の砂粒を含む
外面 ナデ 山形押型 暗 褐

口縁部
内面 ナデ 明 褐

lllull以 下の砂粒を含む
外面 ク 山形押型 暗 褐

回縁部
内面 ナデ 暗 掲

微細な砂粒を含む
外面 ク 山形押型 ク

口縁部
内面 ナデ 淡 黄 褐

lllull以 下の砂粒を含む
外面 ク 山形押型 暗 褐

口縁部
内面 丁寧なナデ 暗 黄 褐

51nlll以 下の砂粒を含む
外面 ナデ 山形押型

胴  部
内面 ナデ 山形押型 暗 褐

2nlln以 下の砂粒を多く含む
外面 ク

月同  吉h
内面 ナデ 山形押型 暗 黄 褐

2nHl以 下の砂粒を多く含む
タト雇野  ク

月同  吉Ь
内面 ナデ 暗 赤 褐

71ull以 下の砂粒を多く含む
外面 ク 山形押型

月同  音呂
内面 ナデ 里

【
4rS

lllull以下の砂粒を含む
外面 ク 山形押型 暗 責 橙

月Π  ttБ
内面 ナデ 暗 褐

61nln以 下の砂粒を多く含む
外面 ク 山形押型

胴  部
内面 ナデ 暗 褐

21111n以下の砂粒を含む
外面 ク 山形押型

月同  吉呂
内面 ナデ 灰 褐

砂粒を含む
外面 ク 山形押型 淡 黄 褐

口縁部
内面 ナデ 楕円押型 暗 赤 褐

51xll以 下の砂粒を含む
タト面 ク 赤 褐

口縁部
内面 ナデ 楕円押型 灰 褐

砂粒を含む
外面 ク ク 里

〔
褐

口縁部
内面 ナデ 楕円押型、ヘラの押圧 暗 褐

砂粒を含む
外面 ク

口縁部
内面 ナデ 楕円押型 暗 黄 橙

5nlm以 下の砂粒を含む
外面 ク 暗 黄 褐

口縁部
内面 ナデ 楕円押型、ヘラの押圧 灰 黄 褐

llll14以下の砂粒を含む
タト雇訂  ク 暗 灰 黄

口縁部
内面 ナデ 灰 白

6Hlln以 下の砂粒を多く含む
外面 ク 楕円押型 里

【
褐

口縁部
内面 ナデ 楕円押型 暗 橙

511Hl以 下の砂粒を多く含む
外面 ク 暗 黄 橙

口縁部
内面 ナデ 暗 橙

6alln以 下の砂粒を多く含む
外面 ク 楕円押型

口縁部
内面 ナデ 楕円押型 暗 褐

311ull以 下の砂粒を含む
タトE]  ク 灰 褐

胴  部
内面 ナデ 暗 trS

511m以 下の砂粒を含む
タトE]  ク 楕円押型

回縁部
内面 ナデ 灰 褐

lHlln以下の砂粒を含む
クト雇軍   ク 貝殻腹縁による押引

口縁部
内面 ナデ 暗 掲

2Hlm以 下の砂粒を含む
外面 ク 貝殻腹縁による押引 黄

月同  音Б
内面 ナデ 暗 灰 黄

lllul以下の砂粒を含む
外面 ク 貝殻腹縁による押引 黄 橙

月同  菩凸
内面 ナデ 暗 赤 褐

4■ llll以 下の砂粒を多く含む 網代底
外面 ク 貝殻腹縁による押引 明 赤 褐
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月同  音b
内面 ナ デ 灰 黄 褐

511ull以下の砂粒を多く含む
外面 貝殻条痕 縦方向の条痕 暗 赤 褐

月同  音Ь
内面 ナ デ 櫛状施文具による縦線、 灰 黄 褐

211ul以 下の砂粒を多く含む
外面 ク ヘラ状施文具による横線 暗 黄 褐

口縁部
内面 ナデ 灰 責 褐

211un以 下の砂粒を多く含む
外面 タ ヘラ状施文具による格子文 暗 褐

口縁部
内面 ナデ ヘラ状施文具による横、 暗 褐

lllllll以 下の砂粒を多く含む
タトlE1  // 斜めの沈線 褐

】同  音呂
内面 ナデ 里

〔
trS

2111111以下の砂粒を多く含む
外面 ク ヘラ状施文具による横の沈線 褐

口縁部
内面 ナデ 暗 褐

lllull以下の砂粒を多く含む
外面 ク ヘラ状施文具による綾杉文 ク

203 口縁部
内面 ナデ 暗 灰 黄

211ull以 下の砂粒 を含む
外面 ク ヘラ状施文具による綾杉文

胴  部
内面 ナデ 暗 黄

211ull以 下の砂粒を含む
外面 ク ヘラ状施文具による横の沈線 明 赤 褐

胴  部
内面 ナデ 灰 黄 褐

llnlll以下の砂粒を多く含む
タトF野   // ヘラ状施文具による綾杉文 暗 褐

月同  吉Б
内面 ナデ 暗 褐

lllllll以 下の砂粒を多く含む
外面 ク 棒状施文具による刺突 赤 褐

月同  音b
内面 ナ デ 暗 赤 褐

lllull以下の砂粒を含む
外面 ク 棒状施文具による刺突

口縁部
内面 丁寧なナデ 暗 褐

砂粒を含む
クトF百 貝殻条痕後ナデ 灰 褐

③

t'
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第 7表 石器観察表

と
フ

番号 器  種 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重 里 (g) 石 材 備 考

石 鏃 2.7 0.35 1.50 チ ャー ト

石 鏃 1.85 0.5 1.60 チ ャー ト

石 鏃 2.55 2.0 1.27 チ ャー ト

石 鏃 2.45+α 2.15 0.45 1.75 チ ャー ト

石 鏃 2.7 1,75 1.24 チ ャー ト

石 鏃 3.7+α 2.0+α 0.55 2.40 チ ャー ト

石 鏃 1.5 1.4 0.35 0.41 チ ャー ト

石 鏃 2.2 1.6 0。 92 チ ャー ト

石 鏃 2.4+α 1.9+α 0.4 1.39 チ ャー ト

石 鏃 2.0 1.9 0.90 チ ャー ト

石 鏃 2.65 1.6 0.5 1.23 チ ャー ト

石 鏃 2.1+α 1.6+α 0.74 チ ャー ト

石 鏃 2.9 0.45 2.24 チ ャー ト

222 石 鏃 1.7 1.6 0.35 0.57 チ ャー ト

223 石 鏃 2.2 1.7 1.15 チ ャー ト

石 鏃 0.6 2.38 安山岩

225 石 鏃 2.95 1.29 チ ャー ト

226 石 鏃 1.45 1.1 0.2 0.23 黒曜石

227 石 鏃 1.6+α 1.75 0。 76 チ ャー ト

228 石 鏃 1.85 0.45 0.82 チャー ト

石 鏃 1.85 1.45 0.2 0.34 黒曜石

石 鏃 2.1+α 1.75 0.55 1.35 流紋岩

石 鏃 2.1+α 0.55 2.21 頁 岩

石 鏃 1.10 チ ャー ト

石 鏃 1.8+α 1.29 チ ャー ト

石 鏃 2.5+α 1.6+α 1.29 流紋岩

石 鏃 1.25+ 1.8+α 0.60 チ ャー ト

石 鏃 2.55 1.95 0.65 1.60 チ ャー ト
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番号 器 種 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重 星 (g) 石 材 備 考

石 鏃 2.45 2.1+α 0.6 2.01 チャー ト

238 石 鏃 1.85 1.6+α 0。 70 チ ャー ト

石 鏃 2.15 0,45 1.14 チ ャー ト

石 鏃 1.65 0.3 0.54 チ ャー ト

石 鏃 0.3 0,88 チ ャー ト

石 鏃 2.3+α 1.42 チ ャー ト

石 鏃 2.2+α 0.45 2.25 チ ャー ト

石 鏃 1.95+α 2.65 0.45 1.86 チ ャー ト

石 鏃 2.05 1.64 チ ャー ト

石 鏃 2.3 2.55 2.11 チ ャー ト

石 鏃 0,85 チ ャー ト

石 鏃 0.45 1.66 チ ャー ト

石 鏃 2.55 2.55 1.83 チ ャー ト

石 鏃 1.05 チ ャー ト

石 鏃 0,35 0.55 チ ャー ト

石 鏃 2.35 2.05 1,20 チ ャー ト

石 鏃 2.35 1.75 1.23 チ ャー ト

石 鏃 1.55+ 1.3+α 0.81 チ ャー ト

石 鏃 2.2 1.7+α 0.35 0。 93 チ ャー ト

石 鏃 1,4+α 0.35 0.62 黒曜石

石 鏃 1.7+α 1.65+α 0.74 チ ャー ト

258 石 鏃 2.2+α 1.76 黒曜石

石 鏃 1.35 1.1 0,3 1.32 チ ャー ト

石 鏃 0.35 1.03 チ ャー ト

石 鏃 2.9 1,7 0.5 1.80 チ ャー ト

石 鏃 2.6 0.45 1.54 チャー ト

石 鏃 2.8+α 1.56 0,45 1.42 チ ャー ト

石 鏃 1.62+α 0,28 0.79 黒曜石
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番号 器 種 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重 量 (g) 石  材 備  考

石 鏃 2.12 0.56 1.17 チ ャー ト

石 鏃 1.2 0,45 0.65 チ ャー ト

267 石 鏃 1.55 1.4 0.25 0.45 チ ャー ト

石 鏃 1.25 0.54 黒曜石

石 鏃 1.5+α 0.35 0.80 黒曜石

石 鏃 1.2 1.0+α 0.18 黒曜石

石 鏃 1.5 1.2 0.35 黒曜石

石 鏃 1.7 0.39 チ ャー ト

273 石 鏃 1.5 0,35 1.05 チ ャー ト

石 鏃 2.21 チ ャー ト

石 鏃 1.3 0,35 0.57 黒曜石

276 石 鏃 1.66 チ ャー ト

石 鏃 2.25 1.9 0.2 0,72 チ ャー ト

石 鏃 1.9 0。 99 チャー ト

石 鏃 1,7 1.5 0.35 0.61 チ ャー ト

280 石 鏃 1.75 1.01 チ ャー ト

石 鏃 1.95 0.55 2.75 チ ャー ト

282 石 鏃 0.55 1.3ユ チ ャー ト

石 鏃 0.55 2.07 チ ャー ト

石 鏃 3.05 2.55 0.45 2.65 チ ャー ト

石 鏃 2.35 0.45 1.53 チ ャー ト

石 鏃 1.9 1.55 0.45 0.97 チ ャー ト

石 鏃 1.4 1.1+α 0.23 チ ャー ト

凹 石 7.95 255 砂岩

凹 石 砂 岩

凹 石 477 砂 岩

孔

器

有

石
2.23 頁 岩



番号 器 種 調 整 色  調 胎 土 備 考

璽
内面 ナデ、ハケ 茶 褐

31111n以 下の砂粒を多く含む外面 ク 、ク 赤 茶

293 亜
内面 ナデ 赤 茶

741m以 下の砂粒を多く含む 肩に沈線タト雇可  //

一霊
内面 ナデ 肌

411ull以 下の砂粒を多く含むクト雇三  ク 赤 茶

堕
内面 ナデ 里

【
灰

4.51■ll以下の砂粒を多く含む外面 ク 、ハケ 肌

質
内面 ナデ 褐

5111m以 下の砂粒を多く含む ヘラの沈線外面 ク 、研磨 肌

霊
内面 ナデ、ハケ 赤 茶

4nlln以 下の砂粒を多く含む外面 ク

貿
内面 ナデ 昔

（
土

0.5Hull以下の砂粒を含む外面 ク

甕
内面 ナデ 肌

311ull以 下の砂粒を多く含む スス付着タト雇]  ク

甕
内面 ナデ 淡 茶

0,3null以下の砂粒を含む スス付着外面 ク 、ヘラナデ 茶

甕
内面 ナデ 赤 茶

0.411ull以 下の砂粒を含む外面 ク

302 高  杯
内面 ナデ 肌

511ull以 下の砂粒を含む外面 ク

高  郭
内面 ナデ 肌

411n以 下の砂粒を多く含む外面 ク

高 杯
内面 ナデ 灰 里

【 3nlll以 下の砂粒を含むタト雇野  ク 淡 茶

器  台
内面 ナデ 黄 褐

3Hun以 下の砂粒を含む 透 し外面 ク 、ハケ ク

甕
内面 ナデ 貢 土

311ull以 下の砂粒を含む外面 ク

甕
内面 ナデ こ げ 茶

31nlll以 下の砂粒を含む外面 ク 、ヘラナデ 肌

甕
内面 ナデ 赤 茶

41nln以 下の砂粒を多く合む外面 ク 黄 土

甕
内面 ナデ 里

【
灰

4null以 下の砂粒を含む外面 ク 黄 土

甕
内面 ナデ 肌

411ull以 下の砂粒を含む外面 ク ク

製
玉

土
勾

内面 ナデ 淡 灰
21■ ll以下の砂粒を多く含む外面 ク 黄 白

甕
内面 ナデ 黄 白

砂粒を多く含む外面 ク 、ハケ

甕
内面 ハケ後ナデ 苦

（
灰

211Hn以 下の砂粒を含む 貼 り付け突帝外面 ナデ

甕
内面 ハケ後ナデ 黄 橙

211111以 下の砂粒を含む スス付着外面 ナデ 黄 灰

甕
内面 ハケ後ナデ 赤 橙

211ul以 下の砂粒を多く含む外面   ク 赤 褐

甕
内面 ナデ 黄 白

2111111以下の砂粒を含む外面 ハケ後ナデ ク

317 亜
内面 ナデ 淡 褐

0.511ull以 下の砂粒を含む外面 ハケ 淡 橙

霊
内面 研磨、ナデ 里

【
灰

211Hll以 下の砂粒を含む外面 ク 貢 土

璽
内面 ナデ 黄 褐

511Hl以 下の砂粒を含む外面 ク 、ハケ

第 3表 弥生土器観察表

eli
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D

番号 器 種 調 整 色  調 胎 土 備 考

器  台
内面 ナデ 淡 茶

0.lllllll以 下の砂粒を含む 透し、沈線
外面 丁寧なナデ //

霊
内面 ナデ 里

〔
灰

lllul以 下の砂粧を含む
外面 研磨 焦 茶

322 士璽
内面 丁寧なナデ 黄 土

5411n以 下の砂粒を含む
外面 ナデ、研磨

一霊
内面 ナデ 褐

lllun以 下の砂粒を含む
タト雇三  // 赤 茶

霊
内面 ナデ 灰

0.lllllll以 下の砂粒 を含む 沈線、波状文
外面 ク 、研磨 茶

璽

内面 ナデ 淡 茶
4111111以 下の砂粒を含む 貼 り付け突帯クト面 研磨、ハケ 茶

甕
内面 ナデ 茶

3Hun以 下の砂粒を含む
タトE子   // 淡 茶

327 甕
内面 ナデ 茶

2111m以 下の砂粒を多く含む
外面 1ク 茶 褐

甕
内面 ナデ 淡 茶

5alln以 下の砂粒を含む 貼 り付け突帯タト面 ク、ハケ

甕
内面 ナデ 黄 褐

4Hull以下の砂粒を含む スス付着タト面 ハ ケ

甕
内面 ナデ 淡 茶 褐

104BIl以下の砂粒を多く含む
刻目、沈線

貼 り付け突帯外面 ク 、ハケ 苦
（

褐

甕
内面 ナデ 淡 褐

微細な砂粒を含む スス付着外面 ク 褐

332 霊
内面 ナデ 黄 土

砂粒を含む
外面 ク 灰

亜
内面 ハケ 黄 土

1.3111111以 下の砂粒を含む
外面 ク 、ナデ、研磨

璽

内面 ナデ 灰
2111m以 下の砂粒を多く含む

外面 ク 、研磨 淡 茶

甕
内面 ナデ 茶

51111n以 下の砂粒を含む
外面 ハケ

甕
内面 ナデ 灰 褐

lllllll以下の砂粒を含む
外面 ク 苦

⌒
褐

甕
内面 ナデ 褐

砂粒を含む
外面 ク 、ハケ

甕
内面 ナデ 掲

1.5HHl以 下の砂粒を含む 貝占リイ寸け突帯、 刻目クト[]   ク

甕
内面 ナデ 茶

lHun以 下の砂粒を含む 貼 り付け突帯クト[三   ク 淡 茶

甕
内面 ナデ 褐

2111111以下の砂粒を多く含む
外面 ク 、ハケ 赤 茶

霊

内面 ナデ 黄 土
0.2Hl14以下の砂粒を多く含む

外面 ク 、研磨

霊

内面 ナデ 茶
砂粒を含む 貼 り付け突帯クトE]  ク 灰

璽
内面 ハケ 里

ヽ
灰

微細な砂粒を含む
夕f・F]  ク 橙 掲

甕
内面 ハケ後ナデ 淡 褐

31■ ll以 下の砂粒を含む 刻 目
外面 ハケ後丁寧なナデ

甕
｀ 内面 ナデ 橙 褐

0.3al14以下の砂粒を含む 貝占り付け突帯外面 ク 黄 褐

甕
内面 ナデ 褐

砂粒を含む
外面 ク 、ハケ

甕
内面 ナデ 淡 褐

0.4nlm以 下の砂粒を含む スス付着外面 ク

と
▼
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番号 器 種 調 整 色  調 胎 土 備 考

甕
内面 ナデ 明 茶

微細な砂粒を含む
外面 ク

甕
内面 ナデ 淡 褐

54Ml以 下の砂粒を含む 貼り付け突帯、刻目
外面 ク 、ハケ

甕
内面 ナデ、ハケ 灰 褐

0,31111n以 下の砂粒を多く含む
タト面 ク 、 ク

甕
内面 ナデ 淡 掲

砂粒を含む 貼 り付け突帝
外面 ク 橙 褐

養
内面 ナデ 茶

砂粒を含む スス付着
クト尋写  ク

甕
内面 ナデ 灰 褐

砂粒を含む スス付着
タト雇]  ク 淡 褐

甕
内面 ナデ 黄 褐

砂粒を含む 貝占リイ寸け突帯、 刻 目
外面 ク 淡 掲

355 甕
内面 ハケ 淡 里

【 211ull以下の砂粒を含む 貼 り付け突帯
外面 ク 、ナデ 淡 褐

356 高杯脚
内面 ナデ 里

〔
灰

lllllll以 下の砂粒を含む
外面 ク 、研磨

高郭脚
内面 ナデ 黄 褐

lllul以下の砂粒を含む
外面 ク 、研磨 黄 土

358 亜

内面 ナデ 灰
微細な砂粒を多く含む

外面 ク 、ハケ、研磨 赤 茶

一霊
内面 研磨 里

〔
灰

微細な砂粒を含む
外面 ナデ、ハケ 肌

霊
内面 ナデ 肌

0.311ull以 下の砂粒を含む 沈線
外面 研磨 里

【
灰

璽

内面 ―
微細な砂粒を含む スス付着

外面 ハケ 淡 褐

甕
内面 ナデ 掲

砂粒を含む スス付着
外面 ハケ 佳

い
茶

甕
内面 ナデ 黄 土

砂粒を含む
外面 ク

甕
内面 ナデ 黄 褐

llllln以下の砂粒を含む
タト属]  ク

甕
内面 丁寧なナデ 茶

3Hun以 下の砂粒を含む
外面 ナデ //

甕
内面 ナデ 淡 里

【 微細な砂粒を含む スス付着
外面 ク 、ハケ 赤 茶

甕
内面 ナデ 茶 褐

lllHll以 下の砂粒を含む
タトF写   // 茶
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第 5章 山下第 1遺跡の調査

1.調査の概要 (第 61図 )

本遺跡は車坂・山下遺跡群のほぼ中央に位置 し、車坂第 3遺跡のある本丘陵 とは小 さな入 り込

み谷を挟んだ枝丘陵上にあ り、蜜柑園として利用されていた区域である。

発掘調査は、丘陵全体を対象 としたが、縄文時代の調査は丘陵の平坦部を対象 として東西方向

にグリッドを 2列 設定 し、南側 をA列 、北側 をB列 、西から東に向かってそれぞれ 1～ 4に 分割

した。

丘陵は全体的に東に緩やかに傾斜 してお り、南側は東に向かうにつれて 1段下がった形になっ

ている。蜜柑園にする際に、排水溝や lm四 方の苗を植える穴等を空けているうえに蜜柑の栽培

,中 ほ録果撮ak色 泳穐匙 歓 紹 詠 統 話 鍵 討 iが
劫 な`り撹乱されている。

弥生時代の遺構は表土直下の赤ホヤ層で確認されてお り、調査区全体に広がる竪穴住居群、溝

状遺構、土器溜が検出された。

縄文時代早期の集石遺構 を赤ホヤ層下面で検出した。

弥生時代の遺構は調査区の東半分では残 りの良いものがあったが、総体に壁の残 りは悪 く床面

のみの検出例 も多 く見 られた。縄文時代の遺構 としては集石が見 られただけであるが丘陵平坦面

に広 く検出され、取 り分け東側のB-4グ リッドでは礫が密集状態にな り集石 との区分が出来な

かった。遺物は散石 と入 り混 じった状態で出土 し、中には30cm大 の石の下敷 きになって検出され

た土器 もあった。

2.層  位 (第 62図 )

9 
本遺跡の基本層序は、 I層  表土 (耕作土 )。 Ⅱ層 赤ホヤ層.Ⅲ 層 責白色ローム層 .Ⅳ 層

黒褐色ローム層.V層 責褐色ローム層.Ⅵ層 褐色ローム層.Ⅶ層 黒色ブロック混入褐色

ローム層.Ⅷ層 シラス層である。

本来は、赤ホヤ層の上に黒色土層があつたものと思われるが、削平及び耕作 によりなくなって

いる。丘陵南側に行 くにつれて徐々に削平 されてお り、B-4グ リッドではⅣ層黒褐色ローム層

まで及んでいた。

溝状遺構の埋土は黒色土 と表上の撹乱状態であ り、弥生時代の遺構埋土は淡黒色土であった。

縄文時代早期の遺物は、Ⅳ、 V、 Ⅵ、Ⅶ層で検出された。
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3.縄文時代の遺構 と遺物

1)遺  構 (第 63図 )

縄文時代の遺構 としては集石遺構が検出された。

集石遺構は検出状況により3種類に分けられる。

1類 は、円形に円礫や破砕礫が集中するもの

2類 は、黒色上の回 りに礫が見 られるもの

3類 は、不整形な状態で礫が集まっているもの

B-4グ リッドを除 くと集石遺構は土器包含層 と同一面で確認され、散石の間に石の集

部分や黒 く変色 した上の部分が看取されるため、比較的容易に 1類 。2類 は検出される。 し

B-4グ リッドでは、礫の密集が著 しく下部にある集石が判別できない状態であ り、言 う

1類、 2類 の集石遺構の上に 3類集石遺構が載る様なものである。

2類 の集石遺構は 1類 の集石遺構から上部の礫を取 り除いたもので、 3類 はその取 り除

を廃棄 した 1類 2類 の集石遺構の上に被せたものとも思われる。

このうち、 と、 2類 はスリバチ状の掘 り込みを有 し、掘 り込み内に礫が隙間なく充填さ

り、内部の礫の状態により2種類に区分できる。

1種 は拳大の円礫や破砕礫が掘 り込み底部まで一様に詰 まっているもの

2種 は掘 り込み底部に30cm程 の台石状の平たい石を置 き、その上に拳大の円礫や破砕礫が詰 ま

っているものである。

中 した

か し、

なれば

いた礫

れてお

2)遺  物 (第 64～ 71図 )

出土 した縄文時代の遺物は早期の上器 と石鏃を主 と

れた。中でも押型文土器の出土量が約 6分 の 1程 ある

チップ、最J片 が出土 したことが特徴である。

した石器類であ り、調査区全域から検出さ

こと、縦型の石匙が出土 したこと、大量の

と
フ

A.土  器 (第 65～ 70図 )

出上 した土器 は全 て縄文時代早期 の上器であ り、調整、文様 、器形等か ら次 の ように分類 され

る。

l類 貝殻条痕土器類 (前平式・石坂式上器類)貝 殻条痕によ

口唇部に刺突、口縁部にヘラ状の押圧文を施す もの  1～ 3、

口縁部にヘラ状の押圧文を施す もの 4、 6、 7、 8

口縁部に貝による刺突文を入れるもの 9

調整を行 うもの 1～ 20

口縁部にヘラ状施文具による押引状の刺突 を入れるもの 10

口縁部をナデ、以下を横の条痕 11

12～ 20は 胴部で横方向の条痕である。条痕の入れ方は太 く幅広のものから細 く密なものまで多

様である。

る

　

５

-111-
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第65図  出土土器実測図
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2類  柔ノ丸式上器類 口縁端を平に仕上げ、内外面をナデた後 に櫛状施文具 (貝 殻か)に よ

る文様 を施す もの。21～ 43

a口唇部に刻目を入れ、胴部に荒 く斜格子状の施文をするもの 21、 22、 23

口唇部に刻目を入れ、横 と斜めの施文をするもの 24

口唇部はナデ、胴部は縦に近い斜めの施文 25、 26

27～ 29は 胴部で綾杉文に近いものがある。

b綾杉文状の施文をするもの 30～ 36、 38～ 43

流水文状の施文をするもの 37

文様形態では以上の様に区分できるが、文様の密集 したもの 30、 31、 40 格子状 となるもの

32～ 34 等の変化がみられる。

3類  下景U峰 式上器類 口縁端を平に仕上げ、内外面 をナデた後 に貝殻腹縁の刺突による列点

文を施す もの。44～ 54

横方向の列点を施文するもの 44、 51、 52、 54

縦方向に列点を施文するもの 45、 53

綾杉状の列点を施文するもの 46～ 50

52～ 54は 列点文 と刺突文の中間的な施文 となっている。

4類  ヘ ラ状工具 による施文 を施す もの 55～ 59

口唇部 に刻 目を入れ、ヘ ラ状工具 によるナデを施す もの 55

斜めの沈線 を入れる もの 56

綾杉状 の沈線 を入れるもの 57～ 59

格子状 の沈線 を入れるもの 62

57、 62は 貝殻腹縁の可能性があ る。

5類 押型文土器

a 楕円押型 60～ 63

原体の楕円の大 きさにより、楕円が大型のもの 61、 楕円が中型のもの 60、 楕円が小型のも

の 62、 63に 分類 される。

60は 楕円押型を外面に施 し、内面口縁端部にヘラ状工具による短い押圧を入れ、下部に山形押

型を施す もの。

61は 楕円押型を外面に施 し、内面口縁端部にヘラ状工具による長めの押圧を入れ、下部に楕円

押型を施す もの。

63は 網代底である。

b 山形押型 64～ 68

縦位の山形押型を外面に施 し、内面に横位の山形押型を入れるもので、65～ 68は 手向山式土器

⑮
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